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2003 September 「恩賜の杖」（鳩杖はとづえ）��
鳩杖は、辞書によれば「80歳以上の功臣に宮中から下賜された。鳩は食する時にむせない鳥であるとし、これにあやか
るため、老人用の杖の握りの部分に鳩の形をつけたもの」とあります。学園の創立者平生釟三郎先生は、1945年、枢
密院顧問官の功績により、この鳩杖を賜りました。現在は1号館1階にある学園史資料展示室で陳列されています（入
場自由）。学園の歴史を広く知っていただき、平生先生の建学の精神を継承していきたいと願い、このコラム欄を「鳩
杖」とネーミング。1952年に甲南高校をご卒業された中井久夫教授に当時の様子を書き下ろしていただいています。�

男
子
校
だ
っ
た
甲
南
に
も
少
女
た
ち
が
い
た
／
事
務

室
に
実
験
室
に
図
書
館
に
／
立
ち
寄
る
た
び
に
顔

を
覚
え
親
し
み
が
で
き
る
／
高
等
科
の
先
輩
た
ち
は

マ
ン
ト
を
翻
し
て
尋
常
科
に
は
神
々
だ
っ
た
が
／
時

に
は
神
サ
マ
も
恋
愛
を
す
る
／
テ
ニ
ス
が
縁
で
実
験

室
の
少
女
と
結
婚
し
た
先
輩
は
／
今
も
幸
福
な
カ

ッ
プ
ル
で
お
ら
れ
る
と
か
／
今
は
学
会
の
大
立
物
の

失
恋
話
も
聞
い
た
／
尋
常
科
に
は
オ
ネ
エ
サ
マ
／
あ

ち
ら
か
ら
は
か
わ
い
い
？
坊
や
だ
っ
た
／
図
書
館
の
ア

ッ
チ
ャ
ン
は
色
白
の
き
れ
い
な
人
／
前
髪
を
お
で
こ

に
垂
ら
し
／
愛
嬌
よ
し
で
誰
に
も
親
切
／
九
鬼
文

庫
も
そ
っ
と
の
ぞ
か
し
て
く
れ
／
見
つ
く
ろ
い
で
新

刊
書
を
書
店
が
運
び
込
む
と
見
せ
て
く
れ
た
／
オ

ー
ウ
ェ
ル
の「
一
九
八
四
年
」
も
そ
っ
と
読
ん
だ
／
英

国
の
造
船
家
の
日
本
軍
艦
批
判
記
事
も
覚
え
て
い

る
／
戦
争
が
な
け
れ
ば
造
船
家
に
な
り
た
か
っ
た
私

だ
か
ら
だ
／
こ
の
Ｙ
さ
ん
は
ず
っ
と
甲
南
に
勤
め
と

お
し
た
が
／
私
が
甲
南
に
戻
っ
た
時
に
は
世
を
去
っ

て
お
ら
れ
た
／
私
は
寂
寥
を
覚
え
た
／
一
度
再
会
し

て
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
を
言
っ
て
お
き
た
か
っ
た�

中
井 

久
夫 

教
授
�

�文
学
部
教
授
・
神
戸
大
学
名
誉
教
授
・
医
学
博

士
。
昭
和
9
年
奈
良
県
生
ま
れ
。
甲
南
中
学
・

甲
南
高
校
を
経
て
昭
和
34
年
京
都
大
学
医
学

部
卒
。
精
神
医
学
者
と
し
て
治
療
と
研
究
に
従

事
す
る
。
平
成
9
年
4
月
か
ら
文
学
部
人
間
科

学
科
教
授
。『
精
神
医
学
の
経
験
』
全
8
巻
他
、

著
・
翻
訳
書
は
多
岐
に
わ
た
る
。
�

鳩
杖
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を�

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。�

�

●
毎
回
、私
の
甲
南
在
学
中
の
思
い
出
に
触

れ
ら
れ
る
内
容
で
、懐
か
し
く
読
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。（
’50 
年
卒
・
男
）�

1942年卒業アルバムより�

特 集 �

経済の動向は、どのように予測されているのか？�
超短期から、超長期におよぶ経済予測の研究について�

甲南キャンパスガイド�

テクノロジーを集結した語学教育の�
新ステーションが6号館に誕生！�
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□オンリーワンへの挑戦�

WHAT'S NEW KONAN

Network Konan ◆ つながる甲南ネットワーク�

甲南を使いこなそう！ ● 甲南キャンパスガイド�

第一線で活躍中の卒業生にアクセス！ ◆ IT'S KONAN STYLE

創立より、いまへ受け継ぐスピリッツ�

クラブつながリレーション�

Challenge 1 ● 自分から発信していく Challenge 2 ● 社会の中の自分を見つめる�
Challenge 3 ● 意志をつらぬく  Challenge 4 ● 自分の体験を伝えていく�

●体育会山岳部　●文化会文学研究会�

Pick up  高・ 中Topics

甲南フォーラム�

研究室訪問�

表紙の絵�

 西井義晃  画�
「平生記念館・平生記念セミナーハウス」�

西井義晃さんプロフィール�

1961年　甲南大学経済学部卒業�
元自由美術会員�

●2003年　個展の予定�

　10月27日～11月1日�
　銀座文藝春秋画廊個展�

次のURLでも作品集をご覧いただけます�
http://webgarou.net

甲南3学園合同学習�

3校の生徒・児童が協力し、�
自分たちでつくる体験学習�

登山で培ったチャレンジ精神は�
いまも変わらず�

●体育会50周年記念式典開催�

●第39回摂津祭�

●産学連携体制の推進�

●2003年度教育懇談会開催�

●学生プロジェクト支援活動「甲南21クリエイティヴ・プラン」�
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17

トゥレーヌ甲南学園だより�

クサナールの子どもたちに学校を！�
アフリカの姉妹都市を生徒が支援�
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甲友のリレーションで、�
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特集�

経済の動向は、どのように�
予測されているのか？�

超短期から、超長期におよぶ経済予測の研究について�

テクノロジーを集結した語学教育の�
新ステーションが6号館に誕生！�

ハガキで寄せられた疑問を徹底調査 ◆ こちら甲南特捜部�

11

社会のキーワードをわかりやすく教えてください�

〜
甲
南
大
学
こ
こ
に
あ
り
〜�

体
育
会
５０
周
年
記
念
式
典
開
催
�

藤澤 光介体育会本部委員長�

　
８
月
８
日（
金
）の
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
で
、甲
南
大
学
が
生
命
工

学
を
中
心
と
し
た
強
力
な
産
学
連
携
体
制
の
構
築
に
乗
り
出
す
こ

と
が
記
事
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
本
学
で
は
、今
秋
、た
ん

ぱ
く
質
や
核
酸
な
ど
生
命
分
子
の
機
能
を
解
明
し
、医
療
・
材
料
な

ど
へ
の
応
用
研
究
を
行
う
「
先
端
生
命
工
学
研
究
所（
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
）」

（
仮
称
）を
設
置
し
、生
命
分
子
化
学
が
専
門
の
杉
本
直
己
教
授
を

中
心
に
本
学
の
教
員
10
人
内
外
が
チ
ー
ム
を
作
っ
て
研
究
に
取
り
組

み
、ま
た
、こ
の
研
究
所
の
発
足
と
と
も
に
、企
業
と
の
共
同
研
究
な

ど
産
学
連
携
を
積
極
的
に
推
進
い
た
し
ま
す
。
�

　
ま
た
、来
年
４
月
に
は
、産
学
連
携
の
推
進
と
教
員
の
研
究
支
援

を
全
学
を
あ
げ
て
推
進
す
る
組
織
と
し
て
「
甲
南
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
研
究
推
進
機
構（
甲
南
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
）」（
仮
称
）を
発
足
さ
せ
る
こ

と
を
検
討
中
で
す
。
�

産
学
連
携
体
制
の
推
進
�

第
３９
回
摂
津
祭
�

　
８
月
９
日（
土
）、甲
南
大
学
体
育
会
５０
周
年
記
念
式

典
が
、神
戸
国
際
会
館
こ
く
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
体
育
会
は
、大
学
が
開
設
３
周
年
を
迎
え
た

１
９
５
３（
昭
和
２８
）年
に
学
友
会
運
動
部
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
�

　
式
典
は
、ま
ず
、ビ
デ
オ
上
映
で
幕
が
開
き
、学
友
会

と
し
て
の
結
成
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、学
習
院
大
学
と
の

総
合
定
期
戦
の
開
始
、全
国
大
会
な
ど
主
要
な
試
合
に

は
必
ず
出
場
し
、数
々
の
優
秀
な
成
績
を
残
す
強
豪
選

手
が
活
躍
し
た
時
代
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
、ス
ポ
ー
ツ

推
薦
入
試
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
盛
り
上
が
り
が
あ

っ
た
体
育
会
５０
年
の
歴
史
が
映
像
を
通
し
て
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。こ
の
ビ
デ
オ
は
、記
念
実
施
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

が
、古
い
ア
ル
バ
ム

や
記
録
を
時
間

を
か
け
て
調
べ

あ
げ
、こ
の
日
の

た
め
に
、自
分
た
ち
で
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
、編
集
・
作
成

し
た
も
の
で
す
。
�

　
次
に
、西
村
繁
治
実
施
委
員
長（
経
営
4
年
）か
ら
の

「
日
本
中
に
、甲
南
大
学
体
育
会
こ
こ
に
あ
り
、と
知
ら

し
め
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
頼
も
し
い
開
会
の
辞
に
続
き
、

　
沢
英
成
学
長
、池
上
吉
藏
理
事
長
、小
林
均
学
生
部

長
、山
崎
俊
輔
保
健
体
育
研
究
室
長
、吉
原
功
大
学
同

窓
会
会
長
、黄
田
漢
祥
父
母
の
会
会
長
、遠
藤
久
夫
学

習
院
大
学
学
生
部
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
�

　
感
謝
状
贈
呈
式
で
は
、こ
れ
ま
で
の
栄
誉
を
称
え
る
と

同
時
に
、現
役
生
へ
の
支
援
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
Ｏ
Ｂ

会
・
Ｏ
Ｇ
会
に
、ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
甲
南
の
名
を

世
に
広
め
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や
現
役
生
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
�

　
続
い
て
、藤
澤
光
介
体
育
会
本
部
委
員
長（
経
営
3

年
）か
ら
、先
輩
た
ち
に
負
け
な
い
強
い
体
育
会
づ
く
り

を
目
指
し
た
い
と
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
後
、力
強
い
エ

ー
ル
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、式
典
の
参
加
者
全
員
に
、体
育
会
５０
周
年
記

念
実
施
委
員
会
が
刊
行
し
た
「
５０
周
年
記
念
誌
」
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
は
、ク
ラ
ブ
ご
と
に
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
同
窓
会
が
催
さ
れ
、旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。
�

第
39
回
摂
津
祭
　
垰 

善
晴
実
施
委
員
長（
経
営
3
年
）�

　
１１
月
２０
日（
木
）か
ら
２４
日（
月
）ま
で
、第
３９
回
摂
津
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
」

（
共
鳴
）。み
ん
な
で
参
加
し
て
大
学
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、自
治
会
摂
津
祭
実
施
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
企
画
内
容
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
体
育
会

や
文
化
会
の
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
「
演
武
祭（
20
日
）」

「
演
劇
祭（
21
日
）」「
音
楽
祭（
24
日
）」「
展
示
」
で
の
公
演
や

成
果
発
表
、「
模
擬
店
」「
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ（
21
日
）」「
プ
ロ
コ
ン

サ
ー
ト（
22
日
）」「
ニ
ュ
ー
エ
ー
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
23
日
）」
な
ど
、

今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、学
術
祭
実
施
委
員
会
は
、も
っ
と
多
く
の
甲
南
生
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、学
生
に
人
気
の
高
い
講
師
に
的
を
絞
っ
て

講
演
の
依
頼
交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。
内
容
の
詳
細

は
、決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。５
日
間
、み
ん
な

で
参
加
し
て
、４
０
０
人
に
も

及
ぶ
実
施
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。
�

た
お
�
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2
0
0
3
年
度
�

教
育
懇
談
会
開
催
�

桜間さんご夫妻　経営学部　4年次�

娘のお気に入りの�
キャンパスを、楽しく�
見学させてもらいました�

谷さんご夫妻　理工学部　1年次�

よくわからなかった子どもの�
生活がイメージできるように�

懇談会に参加されたご父母の声�

個別相談のブースでは、一人ひとりの疑問に
お応えしました。とくに大学生活の様子を知り
たいという相談が多く寄せられたようです。�

社
会
に
貢
献
す
る
、�

3
つ
の
優
れ
た
企
画
を
採
択
�
ト�ク�ジ�ロ�プ�生�学�の�つ�3た�し�進�発�て�け�向�に�紀�世�２１� ェ�

学生プロジェクト支援活動 �
「甲南21クリエイティヴ・プラン」�

　
6
月
28
日（
土
）、在
学
生
の
ご
父
母
に
、本
学
の

教
育
理
念
や
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
対
す
る

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

2
0
0
3
年
度
甲
南
大
学
教
育
懇
談
会
を
行
い
ま

し
た
。
�

　
は
じ
め
に
、池
上
吉
藏
理
事
長
、　
沢
英
成
学
長

が
、甲
南
大
学
の
現
状
や
将
来
展
開
に
つ
い
て
述
べ
、

同
時
に
、甲
友
会
館
や
新
6
号
館
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ

ャ
ン
パ
ス
東
京
、2
0
0
4
年
度
か
ら
開
設
さ
れ
る
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
続
い
て
講
演

会
で
は
、小
林
均
学
生
部
長
が
、「
甲
南
大
学
に
お

け
る
学
生
生
活
」
と
題
し
、本
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
し
た
意
識
調
査
の
結
果
を
報
告
。
そ
の
後

は
、各
学
部
に
分
か
れ
、学
修
や
就
職
、学
生
生
活
、

留
学
に
つ
い
て
、
担
当
の
教

職
員
が
ご
父
母
の
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
に
応
え
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、「
甲
南
21
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ヴ
・
プ
ラ
ン
」
の
表
彰
、

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
や
空

手
道
部
な
ど
、
学
生
課
外

活
動
の
発
表
会
、サ
イ
バ
ー

ラ
イ
ブ
ラ
リ
や
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
教
室
な
ど
、大
学
施
設
の

見
学
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
�

　
参
加
し
た
ご
父
母
は
、実

際
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気

を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、さ
ま

ざ
ま
な
疑
問
、質
問
を
投
げ

か
け
、充
実
し
た
時
間
を
送

ら
れ
た
よ
う
で
す
。
�

学修、就職、留学など、�
父母のあらゆる疑問を解消 �

ちの子どもは家を出て下宿しているので、

大学で実際どんな生活を送っているの

かよくわからないんですね。それが今回、こうして

キャンパスに来て、いろんなお話をうかがい、ずい

ぶん具体的にイメージできるようになりました。と

くに理工学部の実験って大変とよく聞くけど、実

際何をするの？という疑問を持っていたのですが、

それも詳しく説明していただき、安心して帰れます。�

う�

好井さんご夫妻　経営学部　2年次�

学修相談が、とても具体的で�
参考になりました�

どもへのサポートについて経営学部の

先生に相談したところ、とてもわかりや

すく、親の気持ちも汲みながら話していただき、

大変参考になりました。アルバイトや留学のこと、

単位の取り方など、いずれもとても具体的にアド

バイスいただき、私自身、プレッシャーをかけすぎ

ていたかなぁと反省する面もありましたね。今後

はもっと広い目で見守っていくことができそうです。�

子�

私�
たちは今日初めて甲南大学に来たので

すが、まず環境がいいのに驚きました。

娘がこのキャンパスをとても気に入っている理

由もうなずけますね。いつも利用していると聞い

ているおしゃれなカフェも実際に見てきました。

また、理事長のお話を直接お聞きできる機会な

んて、あまりないじゃないですか。そういう場を開

いてもらえるのも貴重だと思います。とても有意

義な1日でした。�

「
甲
南
21
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
・
プ
ラ
ン
」
と
は
、21
世

紀
の
社
会
に
貢
献
す
る
学
生
の
自
主
活
動
を
大

学
が
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
学
生
自
身
の
手

に
よ
る
学
内
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
、ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
な
ど
の
プ
ラ
ン
を
広

く
公
募
し
、優
れ
た
も
の
に
対
し
て
経
済
面
な
ど

か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
�

　
本
年
度
応
募
が
あ
っ
た
の
は
9
企
画
。
そ
の
う

ち
、下
記
の
3
つ
の
プ
ラ
ン
が
採
択
さ
れ
、教
育
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
た
6
月
28
日（
土
）、そ
れ
ぞ
れ

を
企
画
し
た
学
生
た
ち
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
採
択
を
受
け
た
3
つ

の
プ
ラ
ン
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
�

　高校生にもっと身近に理科を感じ、興味・関

心を持ってもらうことを目的に、いままでにない新

たなバイオテクノロジー教材の開発に着手する。�

　きっかけは一昨年。理工学部生物学科植物

生理学研究室において植物細胞から細胞壁を

取り除いて得られる球状の細胞、プロトプラスト

を簡単に単離し、短時間で細胞接着・融合が観

察できる方法が開発され、全国的な話題を呼んだ。

その結果、高等学校など多くの先生方から授業

でやってみたいと声があがったが、一方では、実験・

実習の経験に乏しいため、実際に行うには不安

で躊躇してしまうという相談の声も多かった。�

　そこで今回、同研究室では、『プロトプラスト

の迅速単離法と接着・細胞融合の観察』を高

校生物の時間内に行えるように必要なものをす

べてキット化して、実験方法をわかりやすく編集

したビデオとセットにして高等学校に配付するこ

とを計画している。�

　環境問題に取り組むプロジェクト。「甲南大学に

おける循環型コミュニティの創造」というテーマでゴミ

分別を推進した一昨年、「甲南大学における循環型

コミュニティの創造とパートナーシップ」というテーマ

でパートナーシップを広げた昨年に引き続き、三年目

となる今年は、活動の継続の大切さとさらなる発展を

意識し、「持続可能な＝sustainable」を新たにキー

ワードとした計画を進める。�

　実施プランは4つ。例えば、「自給自足生活の体

験活動～循環型コミュニティの原型の体験～」と題

して、広野野外施設でテントを張り、自給自足生活を

体験したり、農作物作りを体験することで自然の恩

恵や厳しさなどについて学ぶ。あるいは、「キャンパス

内のボトムアップ型の環境活動」と題し、学内のゴミ

の4分別（燃えるゴミ／燃えないゴミ／缶・ビン／ペッ

トボトル）をはじめとするリサイクルの促進や花や緑を

植える緑化運動を行うなど。�

甲南大学発、高等学校理科に�
おけるバイオテクノロジー�
教材の開発�

自然科学研究科生物学専攻�
1年次　平田礼生さん ほか�

甲南大学における「持続可能な」�
循環型コミュニティの創造�
～環境ボランティア活動～�

文学部 4年次　藤井孝明さん ほか�

学生ベンチャー向上サミット�
～学生起業家間ネットワークの構築～�

　学生は会社を成功させる素質を備えており、

時間も比較的自由なのに、どうしてベンチャー

で成功している事例が少ないのか。また、一昨年、

学生ベンチャー企業“K.C.＆co.”をはじめた

起業家研究会では、ほかの学生ベンチャーの

事業展開に興味を持っているが、交流を図る

場が不足している。この２つを背景として、今年

度、他大学でベンチャー研究に携わる学生グ

ループと密に連携して情報交換を行う「学生

ベンチャー向上サミット」の実現を目指す。�

　具体的な活動目的は、まず、調査分析により

学生ベンチャーの今後の可能性を検討すること、

そして調査分析結果を広く発信することでベン

チャーに関心のある学生を集め、甲南大学を

中心とした全国ネットで交流を深めていくこと。

こうして学生同士の接点を設けることにより、

お互いが問題解決の糸口を見つけやすくなり、

ビジネスチャンスを発見できるようになるという

効果が期待される。�

経営学部 3年次　東海林由子さん ほか�
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E
B
A
で
1
年
半
。気
が
つ
け
ば
�

前
よ
り
積
極
的
な
自
分
が
い
た
�

身
に
つ
け
た
積
極
性
を
武
器
に
�

ア
メ
リ
カ
で
の
学
び
に
挑
む
�

自
分
か
ら
積
極
的
に
他
人
と
関
わ
っ
て
い
く

生
き
方
を
見
つ
け
る
人
、困
難
な
目
標
を
貫

き
通
す
意
志
を
持
つ
人
、仲
間
と
協
力
し
な
が

ら
、一
人
で
は
で
き
な
い
取
り
組
み
を
実
現
さ

せ
て
い
く
人
た
ち
…
。甲
南
生
・
卒
業
生
の
中

に
は
、他
人
と
の
優
劣
を
競
う
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
自
分
を
実
現
す
る
た
め
に
真
剣
に

行
動
す
る
人
た
ち
が
大
勢
い
ま
す
。今
回
の
特

集
で
は
、そ
ん
な
一
人
ひ
と
り
の
中
に
息
づ
く
、

甲
南
の
気
風
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。�

EBA講義室（642）�

経済・経営分野の専門講義を行うのはこ
の教室。プロジェクターを利用したプレゼ
ンテーションも行えます。�

EBA講義室（643）�

経済・経営分野のグループワーク用講義
室。ノートパソコン（無線LAN）を使用し
た授業も可能です。�

EBA演習室�

17～18名の少人数授業を行う講義室。
先生を囲むように机を並べ、密度の濃い
英語の授業が展開されています。�

EBA自習室�

EBA総合コース専用の自習室。ここでは
講義終了後も遅くまで熱心に勉強する学
生の姿が見られます。�

ラウンジ�

講義室のすぐ目の前にあるラウンジ。講
義の合間の休み時間に学生同士や先生
とのコミュニケーションが図れます。�

EBA事務室�

学生生活・留学についてのカウンセリン
グに対応。学生一人ひとりが安心して学
べるよう万全のサポートを行います。�

　
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
な
能
力
を
持
つ
起
業
家
や
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
を
目
指
し
、経
済
学
と
経
営
学
の
両
方
を
関

連
づ
け
な
が
ら
学
ぶ
ま
っ
た
く
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
採
用
。
ま
た
、2
年
次
後
期
か
ら
1
年
間
の
ア
メ

リ
カ
留
学
を
実
施
し
た
り
、3
・
4
年
次
に
は
一
線
で

活
躍
す
る
企
業
人
を
招
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
授
業
を

行
う
な
ど
、体
験
を
重
視
し
た
独
自
の
学
び
に
よ
り
、

机
上
の
理
論
に
留
ま
ら
な
い
実
践
力
を
身
に
つ
け
て

い
き
ま
す
。
�

柏
井
さ
ん
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
E
B
A
総
合
コ
ー
ス
と
は
？
�

6号館の完成でさらに充実！ EBA総合コースのサポート施設�

基礎学習�

留学準備�

錬成・展開�

具体的なビジネス�
プランを構築�

海外学習�

ニューヨーク州立大学�
バッファロー校に留学�

1年次�

2年次�

3年次�

4年次�

前期�

後期�

自分から発信していく�

　
E
B
A
総
合
コ
ー
ス
で
学
び
は
じ
め
て
1
年
半
。

最
近
、少
し
ず
つ
自
分
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
ふ
う
に
変
わ
っ
て
き
た

か
と
言
う
と
、い
ま
ま
で
は
何
に
対
し
て
も
受
身

だ
っ
た
の
に
、こ
の
頃
は
自
分
か
ら
何
か
を
身
に
つ

け
て
い
き
た
い
、人
に
伝
え
た
い
と
思
う
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、す
ご
い
変
化
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
。
�

　
理
由
は
や
っ
ぱ
り
、E
B
A
総
合
コ
ー
ス
の
独
特

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

私
が
一
年
間
講
義
を
受
け
た
中
で
一
番
興
味
深
か

っ
た
講
義
、
”フ
ォ
ー
マ
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
“な

ど
い
い
例
で
し
ょ
う
ね
。
�

　
こ
れ
は
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
一
組
3
人
く
ら
い

に
分
か
れ
て
、神
戸
や
大
阪
の
企
業
を
訪
問
し
、

実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
肌
で
学
ぶ
体
験
授
業
で
す
。

私
は
豆
か
ら
加
工
食
品
を
つ
く
っ
て
い
る
メ
ー
カ
ー

を
訪
ね
、そ
こ
で
実
施
し
て
い
る
衛
生
管
理
の
徹

底
ぶ
り
な
ど
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。メ
ー
カ
ー

が
、品
質
管
理
に
ど
れ
だ
け
注
意
を
払
っ
て
い
る
か

は
、い
つ
も
加
工
食
品
を
食
べ
て
い
て
も
ま
っ
た
く

気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
し
た
の
で
、現
場
を
見
て

自
分
の
視
野
が
グ
ッ
と
広
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
し
、た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
か
ら
信
頼
を
寄

せ
ら
れ
る
企
業
と
し
て
、プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
仕
事

を
し
て
い
る
様
子
に
は
一
人
の
人
間
と
し
て
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、こ
の
授
業
が
面
白
い
と

思
っ
た
理
由
は
、そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

　
企
業
訪
問
が
終
わ
る
と
、

「
企
業
訪
問
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
報
告
会
」
に
向

か
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
資
料
を
ま
と
め
て

い
き
ま
す
。
自
分
が
見
て
、わ
か
っ
た
こ
と
、感
じ

た
こ
と
を
ほ
か
の
仲
間
に
伝
え
て
い
く
場
が
設
け

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
私
は
人
前
で
話
す
の
が

苦
手
な
の
で
、こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
な
と
思
っ

た
の
で
す
が
、現
場
で
い
ろ
ん
な
驚
き
を
目
の
当

た
り
に
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、そ
れ
を
伝
え
た
い

と
い
う
熱
意
が
あ
り
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
な
ん
と
か
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け

で
な
く
、は
じ
め
て
自
分
が
学
ん
だ
こ
と
を
み
ん

な
に
伝
え
て
い
く
面
白
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
�

　
こ
の
ほ
か
に
も
、同
じ
よ
う
な
例
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
E
B
A
総
合
コ
ー
ス
で
は
、英

語
が
話
せ
る
こ
と
は
ご
く
基
本
的
な
能
力
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、1
年
生
の
と
き
か
ら
 

”英
語
を
学
ぶ
“
授
業
だ
け
で
な
く
、経
済
学
や

経
営
学
を
”英
語
で
学
ぶ
“授
業
が
毎
日
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
英
会
話
の
授
業
で
も
、た

だ
文
法
を
知
っ
て
い
た
ら
い
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

「
こ
の
内
容
に
つ
い
て
、あ
な
た
は
ど
う
考
え
る
か
」

と
い
う
質
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
ま
す
。
高
校
ま
で

は
ほ
と
ん
ど
そ
う
い
う
授
業
を
受
け
て
い
ま
せ
ん

か
ら
、最
初
は
誰
も
意
見
が
言
え
ま
せ
ん
。
で
も

最
近
で
は
そ
ん
な
授
業
に
も
慣
れ
て
き
て
、グ
ル

ー
プ
で
意
見
を
交
換
し
合
っ
て
英
会
話
の
練
習
を

す
る
こ
と
も
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
�

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
と
き
も
同
じ
で
す
。

も
し
自
分
が
経
営
者
の
立
場
な
ら
ど
ん
な
調
査

を
行
っ
て
、そ
れ
を
ど
う
分
析
し
、ど
ん
な
戦
略
を

立
て
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
な
が
ら
学
ぶ
の
で
、い
つ
か
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば

起
業
し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
�

　
�

���　
も
と
も
と
人
と
違
う
こ
と
を
す
る
の
が
好
き
で
、

志
望
校
選
び
の
と
き
、た
ま
た
ま
知
っ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
コ
ー
ス
、E
B
A
総
合
コ
ー
ス
に
ひ
か
れ
て
甲
南

を
受
験
し
ま
し
た
。
ほ
か
の
大
学
の
ど
の
学
部
に

進
ん
だ
友
だ
ち
と
比
べ
て
も
学
ん
で
い
る
内
容
が

広
く
て
深
い
の
で
、勉
強
す
る
量
も
ハ
ン
パ
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
が
、い
ま
は
こ
の
選
択
を
し
た
お
か
げ
で

自
分
か
ら
ど
ん
ど
ん
行
動
し
て
い
く
面
白
さ
を
知

り
、本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

　
8
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
海
外
学
習
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
講
義
を
受
け
る
と

言
っ
て
も
、経
済
や
経
営
の
専
門
的
な
内
容
に
つ
い

て
英
語
で
学
ぶ
の
で
す
か
ら
、最
初
は
相
当
苦
労

す
る
と
思
い
ま
す
。
現
地
の
学
生
に
と
っ
て
は
当

た
り
前
の
こ
と
も
、私
た
ち
は
一
つ
ひ
と
つ
尋
ね
て

学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、そ
の
た
め

の
勇
気
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、

き
っ
と
こ
の
留
学
を
乗
り
越
え
た
と
き
、い
ま
よ
り

ず
っ
と
自
分
か
ら
動
い
て
い
く
力
を
備
え
て
い
る

だ
ろ
う
と
思
う
か
ら
、と
に
か
く
必
死
で
頑
張
り

た
い
。
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
�

自分から�
発信していく�
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自
治
会
の
活
動
っ
て
、な
ん
と
な
く
地
味
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
も
最
初
は
、よ
く
知

ら
な
か
っ
た
の
で
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た

の
で
す
が
、友
だ
ち
に
誘
わ
れ
、一
昨
年
に
ア
ル
バ
ム

作
成
委
員
会
の
小
委
員
と
な
っ
て
以
来
、考
え
方

が
変
わ
り
ま
し
た
。こ
の
委
員
会
で
は
毎
年
卒
業

ア
ル
バ
ム
の
一
部
で
あ
る
”企
画
ペ
ー
ジ
“を
自
分

た
ち
で
考
え
て
作
成
し
て
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て

卒
業
し
て
い
く
先
輩
た
ち
に
喜
ば
れ
る
ア
ル
バ
ム

を
つ
く
ろ
う
か
と
み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
っ
て
進
め
て
い
く
こ
の
過
程
が
、す
ご
く

充
実
し
て
い
た
ん
で
す
。
例
え
ば
、昨
年
度
の
ア
ル

バ
ム
で
は
、卒
業
さ
れ
る
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、面
白
か
っ
た
意
見
を
抜
粋
し
て
い

る
の
で
す
が
、質
問
項
目
も
、「
甲

南
の
七
不
思
議
」
と
か
、「
よ
く
利
用
し
た
お
店
」

と
か
、少
し
工
夫
し
て
学
生
時
代
を
懐
か
し
ん
で

も
ら
え
る
誌
面
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
た
。
�

　
今
年
か
ら
は
立
場
が
変
わ
り
、自
治
会
中
央
委

員
会
の
委
員
長
と
し
て
自
治
会
活
動
に
携
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
自
治
会
初
の
女
性
委
員
長
と
い
う
こ

と
で
か
な
り
の
期
待
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

と
り
あ
え
ず
や
り
た
い
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
少

し
低
迷
気
味
の
自
治
会
活
動
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
も
、私
が
感
じ
た
よ
う
な
み
ん
な
で
協
力
し

て
創
り
上
げ
て
い
く
楽
し
さ
を
入
っ
た
ば

か
り
の
後
輩
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
、自
治
会
中
央
委
員
会
と
各
小

委
員
会
の
連
携
を
強
め
た
り
、先
輩
と
後

輩
の
絆
を
深
め
た
り
。
そ
ん
な
組
織
内
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
よ
く
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、も
ち
ろ
ん
組
織
の
外
に
対
し
て

も
同
じ
想
い
。
例
え
ば
、学
費
・
奨
学
金
検

討
委
員
会
は
、甲
南
生
の
意
見
を
集
約
し

て
理
事
長
・
学
長
に
届
け
、学
費
や
学
ぶ
環

境
を
改
善
し
て
い
く
組
織
で
す
か
ら
、み

ん
な
が
い
い
意
見
を
寄
せ
て
く
れ
れ
ば
、実

際
に
学
生
生
活
を
よ
り
よ
く
し
て
い
け
ま

す
。で
す
か
ら
、学
生
全
員
に
自
治
会
の
活

動
に
興
味
を
持
っ
て
欲
し
い
し
、た
く
さ
ん

意
見
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
。
そ
れ
で
集
ま
っ

た
力
が
何
か
を
動
か
し
て
い
く
面
白
さ
を

み
ん
な
に
感
じ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
�

信
念
を
曲
げ
ず
、�

米
国
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
合
格
�

2
0
0
1
年
度
法
学
部
卒
　
宮
武 

徹
也
さ
ん
�

理
工
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
 
3
年
次
　
堀
　
由
奈
さ
ん
�

　
私
は
法
学
部
に
在
学
中
か
ら
、英
語
を
使
っ
て

仕
事
を
す
る
こ
と
に
興
味
が
あ
り
、ま
た
ど
こ
か

で
他
人
と
違
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
勝
負
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
も
あ
り
、卒
業
後
、ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ス
ク

ー
ル
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
�

　
た
だ
し
、ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
合
格
す

る
に
は
法
学
部
を
卒
業
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

実
務
経
験
が
重
要
で
す
。こ
れ
は
も
う
一
つ
の
必
須

条
件
で
あ
る
T
O
E
F
L
の
ス
コ
ア
を
ク
リ
ア
す
る

た
め
、卒
業
後
は
英
語
の
勉
強
に
集
中
し
た
い
と

考
え
て
い
た
私
に
と
っ
て
頭
の
痛
い
問
題
で
し
た
。

仕
事
を
し
な
が
ら
英
語
力
を
飛
躍
的
に
伸
ば
す
こ

と
が
、か
な
り
難
し
い
の
は
明
ら
か
だ
か
ら
で
す
。
�

　
こ
こ
で
私
は
一
つ
の
選
択
を
迫
ら
れ
ま
す
。
夢
を

諦
め
て
、別
の
道
を
探
す
か
。
そ
れ
と
も
あ

く
ま
で
自
分
の
道
を
進
む
の
か
。
も
ち
ろ
ん

私
が
選
ん
だ
の
は
後
者
。
考
え
抜
い
た
末
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
あ
る
弁
護
士
会
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
つ
け
、

申
し
込
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
渡
米
し
て
現

地
で
実
務
経
験
を
積
め
ば
、英
会
話
の
訓

練
に
も
な
る
し
、一
石
二
鳥
だ
と
思
い
つ
い
た

ん
で
す
。
�

　
幸
運
に
も
弁
護
士
会
の
会
長
が
は
る
ば

る
日
本
か
ら
の
申
込
み
に
関
心
を
抱
い
て

く
だ
さ
り
、私
は
以
後
、9
カ
月
間
に
わ
た

っ
て
電
話
の
応
答
や
所
属
し
て
い
る
弁
護
士

を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
紹
介
す
る
事
務
な
ど

に
携
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
英
語
も

ま
ま
な
ら
な
い
、ア
メ
リ
カ
の
法
律
も
よ
く

わ
か
ら
な
い
、そ
ん
な
状
態
で
し
た
か
ら
、

電
話
の
相
手
に
こ
っ
ぴ
ど
く
怒
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た（
笑
）。
そ
の
う
え
、英
語
力

を
伸
ば
す
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
に
も
通
っ
て

い
た
の
で
、生
活
自
体
か
な
り
ハ
ー
ド
で
し
た
ね
。
し

か
し
、そ
の
努
力
の
結
果
と
し
て
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、ま
た
一
方
で
は
、甲
南

大
の
教
授
や
現
地
の
職
場
の
仲
間
た
ち
な
ど
、周

り
の
人
た
ち
が
夢
の
実
現
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
力
を

貸
し
て
く
だ
さ
り
、自
分
の
意
思
を
は
っ
き
り
示
す

大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
学
生
に
交
じ
っ
て
講
義
を
受
け
、

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
修
了
後
に
は
ア
メ
リ
カ
の
司
法
試
験

に
も
挑
戦
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、自
分
を
貫

き
、自
信
も
得
た
い
ま
な
ら
、こ
の
先
の
道
の
り
も

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
�

“よさこい”で地域のみんなをつなげたい�
文学部社会学科　3年次　花房 幸司さん�

小
松 

恵
介（
法
2
）�

菰
田 

陽
香（
文
2
）�

高
松 

亜
弥（
営
2
）�

土
佐 

真
穂
子（
文
2
）�

中
山 

智
草（
文
2
）�

野
村 

泰
一（
文
2
）�

長
谷
川 

あ
ゆ
み（
文
2
）�

松
田 

千
里（
文
2
）�

松
本 

真
依（
文
2
）�

矢
賀 

千
浩（
文
2
）�

�水
山 

　
純（
文
1
）�

三
宅 

秀
明（
文
1
）�

山
口 

奈
緒（
文
1
）�

吉
岡 

紗
希
子（
文
1
）�

若
杉 

佳
子（
文
1
）�

渡
辺 

公
美
子（
文
1
）�

　
　
　
　
　
　
敬
称
略
�

●
委
員
長
�

　
花
房 

幸
司（
文
3
）�

�●
副
委
員
長
�

　
石
野 

浩
司（
文
3
）�

　
小
嶋 

正
之（
法
2
）�

�●
委
員
�

　
中
川 

祐
喜（
文
3
）�

　
伴
　 

建
作（
文
3
）�

　
丸
尾 

祐
加（
文
3
）�

　
山
田 

浩
司（
文
3
）�

�　
上
西 

由
起（
文
2
）�

　
岡
崎 

あ
ゆ
み（
文
2
）�

　
神
沢 

涼
子（
営
2
）�

　
岸
本 

有
希（
営
2
）�

　
楠
田 

奏
子（
営
2
）�

　
私
た
ち
が
実
行
委
員
を
務
め
て
い
る
「
よ
さ
こ

い
3
1
5
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
は
、東
灘
区
を
中

心
と
す
る
地
域
の
3
才
か
ら
15
才
ま
で
の
子
ど

も
た
ち
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
よ

さ
こ
い
を
踊
り
ま
す
。
よ
さ
こ
い
と
は
、も
と
も
と

高
知
県
の
伝
統
的
な
お
祭
り
で
す
が
、10
年
ほ
ど

前
に
、自
分
た
ち
で
音
楽
か
ら
衣
装
、踊
り
ま
で

を
企
画
す
る
「
よ
さ
こ
い
」
が
北
海
道
で
始
ま
り
、

い
ま
で
は
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
イ

ベ
ン
ト
も
参
加
グ
ル

ー
プ
が
自
由
に
考
え

て
き
た
よ
さ
こ
い

を
披
露
す
る
と
い

う
ス
タ
イ
ル
で
行
っ

て
お
り
、今
年
で
二
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
�

　
参
加
者
が
3
才
か
ら
15
才
と
い
う
と
、非
常
に

限
定
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、踊
る
の
は
子
ど
も
た
ち
で
も
、サ
ポ
ー
タ

ー
で
あ
り
、観
客
で
も
あ
る
大
人
、そ
し
て
企
画
・

運
営
す
る
私
た
ち
学
生
と
い
う
関
係
者
全
員
が
こ

の
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
交
流
し
合
え
る
、世

代
や
学
校
、地
域
を
超
え
た
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
不
足
が
原
因
と
思
わ
れ
る
事
件
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
住
む
地
域

か
ら
で
も
そ
ん
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ

の
と
き
岡
本
商
店
街
の
方
か
ら
こ
の
企
画
に
つ
い
て

の
お
話
が
あ
り
、魅
力
を
感
じ
て
、実
際
に
運
営
し

て
い
こ
う
と
決
め
た
ん
で
す
。
�

　
今
年
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
「
紙
ふ
う
せ
ん
」

が
作
詞
・
作
曲
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
と
そ
れ
に
合
わ

せ
た
踊
り
も
で
き
ま
し
た
。
目
標
動
員
人
数
は

1
0
0
0
人
。
も
う
遊
び
気
分
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

運
営
資
金
を
集
め
る
渉
外
活
動
を
行
っ
た
り
、一
人

で
も
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
徹
底

的
に
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
決
し
て
楽
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、た
ま
た
ま
街
で
出
会
っ
た
小
学
生

が
「
よ
さ
こ
い
の
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
！
」
と
言
っ
て
く

れ
る
と
、私
た
ち
の
活
動
が
し
っ
か
り
地
域
の
人
を

つ
な
い
で
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
人
々
に
「
よ
り

ど
こ
ろ
」
を
提
供
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
、今
年
は

も
ち
ろ
ん
、大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
も
関
わ
り
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

参加団体を募るため、小学校によさこいを教え
にいくこともしばしば。街角でゲリラ的に踊り、
広くPRするパフォーマンスも計画�

よ
さ
こ
い
3
1
5
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
�

※
こ
の
ほ
か
、他
大
学
の
学
生
も
�

　
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
�

Golden Gate Universityの�
ロースクール合格通知�

岡本商店街で告知チラシを配付。�
左手前が花房さん�

初
の
女
性
委
員
長
と
し
て
、�

学
生
自
治
会
を
盛
り
上
げ
る
�

社会の中の�
自分を見つめる�

意志をつらぬく�

自分の体験を�
伝えていく�



Economic�  Analysis
稲田先生について、今回の研究について教えてください� 共同研究者の方々にお聞きしました�

経済の動向は、�
どのように予測�
されているのか？�
経済学部　稲田 義久 教授�

稲田先生の研究を�
読み解くキーワード�

神戸大学大学院経済学研究科博士課程修了。博士（経済学）。
ペンシルバニア大学留学時代に計量経済学のパイオニア、ロー
レンス・R・クライン博士に師事し、現在は独自に改良を重ねた超
短期予測モデルを用いた予測で世界的に高い注目を浴びている。�

経
済
動
向
を
リ
ア
ル
に
予
測
す
る�

研
究
分
野
、計
量
経
済
学�

甲南大学の研究助成金の一つ。学園創立者平生
釟三郎のご子息、太郎氏のご令室である故平生愛
子氏から寄贈を受けた財産を用いて行っている。�

温暖化防止のための国際会議で議論されている
国際協定のこと。1997年に京都で会議が開かれた
ときに、その大枠が決まったため、「京都」の文字が
冠されることになった。�

経済学の理論に基づいて作成された算出プログラ
ム。実際の経済を示すさまざまな数値を代入するこ
とで、今後の動向を示すことができる。�

産業研究院国家均衡発展研究センター　研究委員�

経済学博士　李 鎮勉さん�

韓国は京都議定書によって温暖化ガス削減目標を決

められているわけではありませんが、環境問題には重

大な関心を持っています。私はその一員として、地球

環境問題の解決に韓国が果たせる役割を探る目的で、

この研究に参加しました。稲田先生と知り合ったのは、

約10年前、小倉の国際東アジア研究センターでのこと

ですね。私が見る稲田先生は、社会現象を数値的に分

析することに非常に高い関心を持つ人、集中力が優れ

た人という印象があります。�

予 測モデル�

平 生太郎基金科学研究�
　 奨励助成金�

京 都議定書�

910

国際共同研究に参加できることに、�
大きな意義を感じています�

超短期から、超長期におよぶ経済予測の研究について�

経済学部　藤川  清史教授�

先生、�
知の最前線を�
教えてください！�

超
短
期
予
測
モ
デ
ル
に
よ
る
結
果
を
、�

毎
週
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ�

日
本
の
国
際
貢
献
の
道
を
探
し
て
�

超
長
期
の
予
測
モ
デ
ル
に
も
着
手
�

環
境
問
題
解
決
に
韓
国
が�

果
た
せ
る
役
割
と
は
？�

先
生
と
の
研
究
で�

そ
の
課
題
を
追
究
し
て
い
ま
す�

今回のテーマは…�

稲田先生は私にとっては、先輩であり、先生。もともと神

戸大の同じ研究室で計量経済学の研究をしてきたので

すが、縁あって二人とも甲南大学に来たいまも共同で

研究に取り組むことが多いですね。稲田先生のズバ抜

けているところは、何といっても研究に対する熱意。ど

れだけ大量のデータをコンパクトな結果にまとめるかが

私たち研究者の腕の見せどころなのですが、先生の場

合は、例えて言えば、研究所単位の作業量を一人でこ

なされているようなものです。�

膨
大
な
デ
ー
タ
を
集
め
て
、�

コ
ン
パ
ク
ト
な
結
果
を
出
す�

先
生
の
研
究
ス
タ
イ
ル
に
は
、�

す
ご
い
熱
意
を
感
じ
ま
す�

神戸学院大学�
経済学部　助教授�

伴 ひかりさん�

私も藤川先生と同様、稲

田先生の神戸大時代の

後輩です。現在はチーム

で研究を進める中で、とく

にデータの作成を担当し

ています。文科系の研究

の場合、チームで研究す

ることはこれまで少なかっ

たのですが、最近では研究者の特徴を生かした共同研

究が増えており、とくに今回の「環太平洋地域における

環境問題」というテーマはグローバルかつ、多くの研究

領域にまたがるテーマなので共同研究することに大き

な意義を感じています。�

　
経
済
学
を
学
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
な
ら
、誰
で
も
一
度

は
「
理
屈
の
上
で
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、現
実

の
経
済
は
理
論
通
り
に
動
い
て
い
る
の
か
な
」
と
疑
問
を

感
じ
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
確
か
に
経
済
学
の
理
論
に

は
、か
な
り
抽
象
化
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
た
め
、実
際
問

題
、必
ず
し
も
現
実
の
経
済
現
象
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う

側
面
が
あ
る
。
で
は
、経
済
学
の
理
論
と
は
、現
実
の
経

済
の
予
測
や
分
析
に
は
役
立
た
な
い
も
の
な
の
だ
ろ
う

か
。「
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
経

済
学
部
の
稲
田
教
授
は
そ
の
誤
解
を
き
っ
ぱ
り
否
定
す

る
。「
私
の
専
攻
し
て
い
る
計
量
経
済
学
と
は
、現
実
の

経
済
の
動
き
を
表
す
デ
ー
タ
と
、理
論
を
体
現
す
る
モ
デ

ル
を
つ
き
合
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、と
も
す
れ

ば
机
上
の
理
論
に
な
り
が
ち
な
経
済
の
動
向
分
析
を
、

現
実
に
即
し
て
行
っ
て
い
く
学
問
で
す
。
中
で
も
、と
く

に
私
が
手
掛
け
て
い
る
の
は
、超
短
期
予
測
モ
デ
ル
を
用

い
て
、ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
経
済
の
変
化
を
予
測
し
て

い
く
こ
と
。こ
の
手
法
は
、刻
々
と
変
化
し
て
い
く
世
界

経
済
の
状
況
を
限
り
な
く
実
際
に
近
い
レ
ベ
ル
で
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
パ
ワ
フ
ル
で
す
」�

����

　
稲
田
教
授
は
実
際
、毎
週
、政
府
が
発
表
し
て
い
る
月

次
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、独
自
の
超
短
期
予
測
モ
デ
ル
を

用
い
て
、日
本
経
済
の
最
新
の
経
済
動
向
を
予
測
し
、世

界
計
量
モ
デ
ル
開
発
者
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
あ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ン
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と

い
う
。
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w
.c
h
a
ss.�

u
to
ro
n
to
.ca/lin

k/

）は
、計
量
経
済
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア

で
あ
り
、教
授
の
師
で
も
あ
る
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ク
ラ
イ
ン
博

士
と
と
も
に
、毎
週
情
報
を
更
新
し
て
い
る
も
の
で
、そ

の
綿
密
さ
と
更
新
の
素
早
さ
に
よ
っ
て
世
界
中
の
ア
ナ
リ

ス
ト
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
。�

　
し
か
し
、稲
田
教
授
は
な
ぜ
、計
量
経
済
学
の
う
ち
で

も
、超
短
期
予
測
を
手
掛
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
以

前
は
短
期
や
、中
期
の
経
済
予
測
を
行
っ
て
い
た
ん
で
す

よ
。
そ
れ
が
い
ま
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
ピ
ー
ド
が
増
し
、企
業

の
財
務
も
四
半
期
ベ
ー
ス
で
行
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
か
ら
、エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
関
心
も
次
第
に
四
半
期
ベ

ー
ス
す
な
わ
ち
超
短
期
の
経
済
予
測
に
移
り
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
、私
自
身
、自

然
に
研
究
分
野
を
超
短
期
予
測
に
移
行
し
て
い
っ
た
と

い
う
状
況
で
す
ね
。
し
か
し
、最
近
は
必
ず
し
も
超
短
期

の
予
測
ば
か
り
で
は
な
い
ん
で
す
よ
」�

���

　
聞
く
と
こ
ろ
、い
ま
は
超
長
期
モ
デ
ル
の
開
発
も
手
掛

け
は
じ
め
て
い
る
と
い
う
稲
田
教
授
。
超
短
期
と
超
長
期

と
言
え
ば
、同
じ
計
量
経
済
学
の
テ
ー
マ（
予
測
）で
は
あ

る
も
の
の
、ま
っ
た
く
種
類
の
異
な
る
分
野
。こ
の
研
究

に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
を
尋
ね
て
み
た
。�

　
「
実
は
こ
れ
は
内
閣
府
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
共
同
研

究
に
端
を
発
し
た
も
の
な
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
京
都
議
定
書
の
こ
と
は
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。

い
ま
日
本
で
は
議
定
書
に
定
め
ら
れ
た
4
%
の
C
O
2

削

減
が
事
実
上
不
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。い
ろ
い
ろ

手
は
打
た
れ
て
い
ま
す
が
、日
本
の
技
術
は
す
で
に
高
く
、

燃
料
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
換
え
る
効
率
が
優
れ
て
い
る
た
め
、

劇
的
に
C
O
2

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

議
定
書
で
は
こ
う
し
た
場
合
を
想
定
し
、ク
リ
ー
ン
開
発

メ
カ
ニ
ズ
ム（
C
D
M
）と
い
う
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。い
わ
ば
、自
国
の
C
O
2

を
減
ら
す
代
わ
り
に
、他
国

の
C
O
2

削
減
に
貢
献
す
れ
ば
、そ
の
削
減
分
を
国
内
努

力
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
よ
う
と
い
う
特
別
措
置
で
す
。�

　
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
一
つ
の
問
題
が
出
て
く
る
。
日
本
政

府
と
し
て
は
、ど
れ
だ
け
の
予
算
を
か
け
て
、ど
こ
に
ど

れ
だ
け
の
技
術
貢
献
を
す
れ
ば
、基
準
値
を
満
た
せ
る

の
か
と
い
う
見
通
し
が
立
た
な
け
れ
ば
、や
み
く
も
に
実

施
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
私
を
含
む
、

数
名
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、温
暖
化
の
状
況
を
予

測
す
る
と
い
う
取
り
組
み
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
」�

　
研
究
の
難
易
度
は
、当
然
高
い
。
例
え
ば
、こ
れ
か
ら

中
国
が
ど
ん
な
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
く
の
か
。
世
界

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
。

超
長
期
モ
デ
ル
に
よ
る
予
測
の
場
合
、こ
の
よ
う
に
多
く

の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
扱
う
た
め
、ど
う
し
て
も
実
際
と
の
誤

差
が
大
き
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め
、た
だ
数

値
を
放
り
込
め
ば
得
ら
れ
る
結
論
が
将
来
を
表
し
て
い

る
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、結
果
を
ど
う
い
う

シ
ナ
リ
オ
と
し
て
読
み
取
る
か
と
い
う
セ
ン
ス
も
要
求

さ
れ
る
と
い
う
。�

　
し
か
し
、稲
田
教
授
は
「
私
た
ち
が
こ
の
研
究
の
成
果

を
示
す
こ
と
で
、日
本
政
府
は
最
適
な
オ
プ
シ
ョ
ン
を
選

択
で
き
る
。
事
実
上
、政
策
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。
ま
た
、甲
南
大

学
で
は
優
れ
た
研
究
を
支
援
す
る
「
平
生
太
郎
基
金
科

学
研
究
奨
励
助
成
金
」
に
よ
っ
て
、そ
の
後
の
取
り
組
み

を
全
面
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
構
え
だ
。
世
界
レ
ベ
ル
で
活

躍
す
る
稲
田
教
授
の
研
究
が
、日
本
の
最
適
な
国
際
貢

献
の
道
を
解
き
明
か
し
て
い
く
。
そ
の
日
も
そ
う
遠
い
話

で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。�

http://www.chass.�
　　utoronto.ca/link/



新
し
い
教
室
が
で
き
た
と
き
に�

留
学
で
き
て
ラ
ッ
キ
ー�

気
持
ち
よ
く�

勉
強
で
き
ま
す�

甲南�
キャンパス�

ガイド�

テクノロジーを�
集結した語学教育の�
新ステーションが�
6号館に誕生！�

ビ
デ
オ
、C
D
、海
外
の
ニ
ュ
ー
ス
…�

あ
ら
ゆ
る
情
報
ソ
ー
ス
で
学
ぶ�

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室�

　
私
は
「
中
級
フ
ラ
ン
ス
語
Ⅲ
」
の
ク
ラ
ス
で
、

６
号
館
の
１
階
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
授
業
で
は
、大
画
面
で
フ

ラ
ン
ス
語
の
ビ
デ
オ
教
材
を
見
た
り
、フ
ラ
ン

ス
映
画
の
一
部
を
利
用
し
た
り
す
る
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
サ
イ
ト
か

ら
、関
連
す
る
情
報
を
検
索
し
て
先
生
が
大

画
面
に
写
し
て
く
れ
る
な
ど
、フ
ラ
ン
ス
語

を
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
学
習
で
き
る
の
が
嬉

し
い
で
す
。
ま
た
、最
新
の
ラ
ボ
を
利
用
し
、

フ
ラ
ン
ス
語
の
聞
き
取
り
に
く
い
微
妙
な
発

音
も
確
実
に
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、会
話
も
よ
り
自
然
に
発
音
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、フ

ラ
ン
ス
語
検
定
の
デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習

も
、各
自
の
目
標
の
級
に
合
わ
せ
て
練
習
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、以
前
の
よ
う
に
、自

分
の
レ
ベ
ル
を
他
の
人
の
レ
ベ
ル
に
無
理
に
合

わ
せ
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。こ
の
よ

う
に
、自
分
に
合
っ
た
レ
ベ
ル
の
語
学
学
習
が

可
能
で
、世
界
の
最
新
情
報
を
皆
と
一
緒
に

見
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
設
備
は
、私

た
ち
の
学
習
意
欲
を
か
き
た
て
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
６
号
館
が
で
き
て
、以
前
よ
り
い
っ
そ
う

授
業
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
�

ひと足お先に6号館を�

　
英
語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
の
授
業
で
C
A
L
L

教
室
を
利
用
し
て
い
ま
す
。ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
英

語
の
映
画
の
セ
リ
フ
を
聞
き
、ナ
チ
ュ
ラ
ル
な

発
音
な
ど
を
学
ぶ
形
式
が
一
番
多
い
の
で
す

が
、こ
の
教
室
は
パ
ソ
コ
ン
が
一
人
ひ
と
り
の

机
に
あ
る
の
で
映
像
が
見
や
す
く
て
便
利
。

い
ま
ま
で
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
し
か
で
き
な

か
っ
た
教
材
の
ダ
ビ
ン
グ
が
、M
D
に
も
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま

す
。
復
習
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
�

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
で
発

音
聞
き
取
り
の
練
習
が
で
き
る
の
に

は
驚
き
ま
し
た
。
最
新
設
備
を
備
え

た
こ
の
教
室
で
は
、こ
れ
ま
で
の
英
語
と
は
少

し
違
う
学
び
方
が
で
き
る
の
で
面
白
い
で
す
。

た
だ
先
生
方
も
、ま
だ
新
し
い
設
備
に
慣
れ

て
お
ら
れ
な
い
よ
う
で
、使
い
こ
な
す
の
が
大

変
み
た
い
で
す
け
ど（
笑
）。
こ
れ
か
ら
も
英

語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
の
講
義
な
ど
を
受
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

　
11
室
あ
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室
す
べ
て
に
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
と
M
D
の
両
方
に
対
応
で
き
る
学
生

用
ブ
ー
ス
40
卓
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、教
員
コ
ン

ソ
ー
ル
卓
に
は
、ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、D
V
D
、M
D
、

C
D
、カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
、
書
画
カ
メ
ラ
の
ほ
か
、

L
A
N
で
つ
な
が
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
備
わ
っ
て

い
ま
す
。
世
界
各
国
で
製
作
さ
れ
た
V
H
S
ビ
デ

オ
ソ
フ
ト
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
製
作
さ
れ
た
D
V
D
ソ

フ
ト（
リ
ー
ジ
ョ
ン
番
号
２
）が
読
み
取
れ
る
機
器

が
あ
り
、ほ
と
ん
ど
の
海
外
輸
入
ソ
フ
ト
を
そ
の

ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。
�

　
各
教
室
に
は
、高
性
能
の
大
型
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
が
１
〜
２
台
設
置
さ
れ
て
お
り
、80
イ
ン

チ
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
、ビ
デ
オ
教
材
や
外
国
映
画

を
映
し
出
し
た
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
海
外

の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
な
ど
を
使
っ
て
学
習
を
進
め
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
上
級
の
ク
ラ
ス
で
は
、海
外
の

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
や
ラ
ジ
オ
を
ラ
イ
ブ
で
聞
き
取
る

授
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。リ
ス
ニ
ン
グ
に
せ
よ
、リ
ー

デ
ィ
ン
グ
に
せ
よ
、『
語
学
教
材
』
だ
け
を
用
い
た

学
習
で
満
足
し
て
い
て
は
、本
当
の
語
学
力
は
つ

き
ま
せ
ん
。
実
生
活
で
使
わ
れ
て
い
る
「
生
き
た

言
葉
」
、「
生
き
た
情
報
」
に
積
極
的
に
触
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、語
学
力
の
み
な
ら
ず
、推
意
力
・
判

断
力
も
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
す
。マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
教
室
で
は
、こ
の
よ
う
に
外
国
語
で
必
要
な
情

報
を
読
み
取
る
力
、ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
聞
き
取
る

力
を
着
実
に
修
得
し
、本
当
の
語
学
力
を
つ
け
る

た
め
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
�

　
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
収

集
や
、さ
ら
に
は
大
学
の
サ
ー
バ
ー
に
あ
る
デ
ジ
タ

ル
の
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ
を
自
由
に
利
用
で
き
る
の

で
、今
後
、発
展
的
な
学
習
方
法
を
提
供
し
、内

容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
�

　
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
と
はC

om
p
u
ter A

ssisted
 L
an
-

g
u
ag
e L
earn

in
g

の
略
で
す
。Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
と
い
う

特
別
な
科
目
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
利
用
し
て
語
学
を
学
習
す
る
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
甲
南
大
学
で
開
講
さ
れ
て
い
る
英
語
、

ド
イ
ツ
語
、フ
ラ
ン
ス
語
、中
国
語
、朝
鮮
語
の
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
、リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、リ
ス
ニ
ン
グ
、ス
ピ
ー

キ
ン
グ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ク
ラ
ス
で
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室

は
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
内
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
学
生
ブ
ー
ス
に
設
置
さ
れ
て
い
る
教
室
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、語
学
の
学
習
の
た
め
に
作
ら

れ
た
の
は
こ
の
6
号
館
に
あ
る
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室
の

み
。
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、学
生
ブ
ー
ス
40
席
と

教
師
用
卓
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
だ
け
で
は
な
く
、Ｄ
Ｖ

Ｄ
、Ｍ
Ｄ
、Ｃ
Ｄ
、世
界
対
応
の
ビ
デ
オ
が
使
え
る

ほ
か
、Ｃ
Ｎ
Ｎ
、Ｂ
Ｂ
Ｃ
な
ど
を
ラ
イ
ブ
受
信
し
、

解
像
度
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
、部
屋
を
暗
く

し
な
く
て
も
大
画
面
の
映
像
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
�

　
ま
た
従
来
の
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
の
授
業
は
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ

な
ど
既
存
の
教
材
を
使
っ
て
個
人
で
学
習
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、こ
の
新
し
い
教
室
で
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
え
る
の
で
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

教
材
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
授
業
に
よ

っ
て
は
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
た
り
、テ
ー
マ

を
決
め
て
研
究
す
る
の
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
た
り
、海
外
の
大
学
の
作
っ
た
サ
イ
ト
を
利
用

し
て
リ
ス
ニ
ン
グ
の
練
習
を
し
た
り
、バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
使
い
方
が
可
能
で
す
。
�

一
人
一
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て�

世
界
各
国
の
言
葉
を
学
ぶ�

C
A
L
L
教
室
�

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
自
習
室�

日
本
語
教
室�

文
学
部 

２
年
次
�

大
西 

宏
美
さ
ん
�

文
学
部 

２
年
次
�

大
越 

香
織
さ
ん
�

ハ
ワ
イ
大
学 

2
年
次
　
エ
レ
ン 

菅
野
さ
ん
�

最
新
設
備
を
�

活
用
し
た
リ
ス
ニ
ン
グ
の
�

授
業
が
面
白
い
！
�

教
材
を
M
D
に
�

保
存
で
き
る
か
ら
復
習
が
�

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
�

　
3
階
に
は
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
、Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
、カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
な

ど
を
使
っ
て
語
学
学
習
の
自

習
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
。

教
材
ソ
フ
ト
も
多
数
取
り
そ

ろ
え
、学
生
の
自
主
的
な
学

び
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
�

　
外
国
語
を
学
べ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
6
号

館
に
は
、留
学
生
が
日
本
語
を
学
ぶ
た
め
の
学
習
ス

ペ
ー
ス
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

留
学
生
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
も
設
置�

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
が
自
由
に
使
え
る�

体験！�

ひと足お先に6号館を�

体験！�

中級フランス語の講義�

開
室
時
間
／
月
〜
金
 
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
�

　
　
　
　
　
土
 
　
　
午
前
9
時
〜
正
午
�

※
詳
し
い
利
用
方
法
は
、自
習
室
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
�

　
の
で
、そ
ち
ら
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
�

�

2
0
0
3
年
3
月
よ
り
、外
国
語
教
育
と
言

語
文
化
教
育
の
中
枢
機
関
で
あ
る
国
際
言
語

文
化
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
拠
点
と
な
っ
た
新

6
号
館
。マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室
や
C
A
L
L

教
室
な
ど
、外
国
語
教
育
に
最
適
な
設
備
を

整
え
、国
際
言
語
文
化
科
目
の
講
義
に
も
活

用
さ
れ
る
こ
の
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。�

文
学
部 

２
年
次
　
近
藤 

優
実
さ
ん
�

映
画
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、�

い
ろ
ん
な
メ
デ
ィ
ア
で
学
ぶ
と�

語
学
の
世
界
が
広
が
り
ま
す�
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お便りで届いた皆さまの疑問を、毎回、徹底調査していくこのページ。

今回はいまの社会を読み解くキーワードを甲南の教授にわかりやす

く教えて欲しいというお便りをいただきましたので、これをピックアップ

し、法学部、理工学部の先生方お二人にお答えいただきました。�

誌
面
作
り
に
対
す
る�

ご
意
見
・
ご
感
想�

社
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を�

わ
か
り
や
す
く�

教
え
て
く
だ
さ
い�

あ
な
た
の
声
で
、こ
の
ペ
ー
ジ
を
、�

つ
く
り
ま
せ
ん
か
？�

「
こ
ち
ら
甲
南
特
捜
部
」
は
、皆
さ
ま
の
お

便
り
を
も
と
に
構
成
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

日
頃
か
ら
甲
南
大
学
に
対
し
て
感
じ
て
い

た
疑
問
を
、ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、誌
面
作
り
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感

想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

●
「
オ
ー
ル
甲
南
の
集
い
」
に
一
度
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
な
が
ら
、連
れ
が
な
い
の
で
な
か
な
か
足
が

向
き
ま
せ
ん
。
記
事
で
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
’82 
年
卒
・
女
）�

�

●
各
地
区
の
甲
南
同
窓
会
の
活
動
を
も
っ
と
取
り

上
げ
て
欲
し
い
。
ま
た
、”オ
ー
ル
甲
南
の
集
い
“�

　
の
開
催
内
容
を
も
っ
と
早
く
各
連
絡
事
務
所
に

伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
’61 
年
卒
）�

�

●
私
は
い
ま
子
育
て
中
で
す
が
、埼
玉
に
住
ん
で
お

り
、ま
た
就
職
し
た
い
と
思
っ
た
と
き
ス
ム
ー
ズ

に
手
続
き
が
で
き
そ
う
な
の
で
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
パ
ス
東
京
が
で
き
た
こ
と
は
ぜ
ひ
覚
え
て

お
き
た
い
で
す
。（
学
生
・
生
徒
の
ご
父
母
）�
�

●
い
ま
の
厳
し
い
世
の
中
で
す
が
、特
集
記
事
を
拝

見
し
、甲
南
O
B
が
バ
ッ
ク
で
支
え
る
大
き
な
力

を
感
じ
、勇
気
を
持
ち
ま
し
た
。ま
す
ま
す
大
き

な
輪
と
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。
今
後
は
各
界
で
活
躍
し
て
い
る
甲
南
卒

業
の
女
性
な
ど
を
紹
介
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思

い
ま
す
。（
’73 
年
卒
・
女
）�

�

●
日
本
の
中
心
に
あ
る
東
京
で
の
甲
南
は
？
と
思

っ
て
い
た
の
で
、特
集
のK

O
N
A
N
 in 

東
京
が
興

味
深
か
っ
た
で
す
。（
学
生
・
生
徒
の
ご
父
母
）�

�

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
素
晴
ら
し
い
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
息
子
か
ら
聞
い
て
い
た
の
で
、研
究
室
訪
問

の
鵤
木
先
生
の
記
事
を
面
白
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
体
育
会
の
活
躍
な
ど
に
つ
い
て
も
教
え
て

く
だ
さ
い
。（
学
生
・
生
徒
の
ご
父
母
）�

�

●
今
回
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
こ
ち
ら
甲
南
特
捜
部
」

を
興
味
深
く
拝
見
し
、社
会
人
の
方
で
学
ん
で

お
ら
れ
る
方
々
の
思
い
に
感
動
し
ま
し
た
。
息
子

が
大
学
を
受
験
し
ま
す
の
で
、学
科
別
の
特
集

が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
’80 
年
卒
・
男
）�

�

●
甲
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
よ
う
な
記
事
を
い
ま
ま
で
待

っ
て
い
ま
し
た
。
少
し
早
め
に
出
し
て
い
た
だ
く

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ
て
い
ろ
ん
な
講
座
に

参
加
で
き
る
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。（
’95 
年
卒
・

女
）�

�

●
誌
面
が
大
き
く
な
り
見
や
す
く
な
り
ま
し
た
ね
。

と
く
に
甲
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
充
実
し
て
す
ご
く
良

く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
学
生
・
生
徒
の
ご
父
母
）�

目
前
に
迫
る
「
司
法
制
度
改
革
」�

一
体
、何
が
ど
う
変
わ
る
の
？�

甲
南
大
学
法
曹
養
成
高
等
教
育
研
究
所
所
長
�

法
学
部
教
授
　
渡
辺
　
修
�

調査�
1�

い
ま
の
司
法
は
制
度
疲
労
を
起
こ
し
て
い
る
�

国
民
参
加
型
で
健
全
化
を
進
め
よ
う
と
い
う
改
革
で
す
�

 

最
近
注
目
の�

「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
っ
て�

 

ど
ん
な
技
術
な
ん
で
す
か
？�

理
工
学
部
機
能
分
子
化
学
科
�

講
師
　
赤
松 

謙
祐
�

調査�
2

 

私
た
ち
の
常
識
を
根
底
か
ら
覆
す
�

10
億
分
の
1
の
世
界
�

21
世
紀
を
変
え
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
�

　
「
裁
判
官
と
裁
判
員
は
、共

に
評
議
し
、
有
罪
・
無
罪
の
決

定
及
び
刑
の
量
定
を
行
う
」
。

こ
れ
は
２
０
０
１
年
６
月
に
司
法
制
度
改
革
審

議
会
が
公
け
に
し
た
意
見
書
『
２１
世
紀
の
日
本

を
支
え
る
司
法
制
度
』の
提
言
の
ひ
と
つ
だ
。
市

民
＝
裁
判
員
が
、裁
判
官
と
一
緒
に
証
拠
を
み

て
被
告
人
が
犯
人
か
否
か
と
刑
の
重
さ
を
決
め

る
。
裁
判
員
の
数
、取
り
扱
う
事
件
は
政
府
サ

イ
ド
で
検
討
中
だ
が
、数
年
内
に
は
実
現
す
る
。
�

　
裁
判
官
が
行
う
刑
事
裁
判
に
は
、長
年
の
制

度
疲
労
が
起
き
て
い
る
ー
え
ん
罪
の
お
そ
れ
、

裁
判
官
の
量
刑
と
市
民
感
覚
の
ズ
レ
、被
告
人

や
被
害
者
の
思
い
が
と
ど
か
な
い
手
続
。
そ
の

改
善
に
は
、市
民
が
プ
ロ
の
法
律
家
に
交
じ
り

「
正
義
」
実
現
の
主
人
公
に
な
る
し
か
な
い
。
�

　
議
論
下
手
・
自
己
主
張
な
し
・
権
威
に
弱
い
・

感
情
的
。
日
本
人
の
こ
ん
な
側
面
は
裁
判
員
・

裁
判
官
の
評
議
の
と
き
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
。
し

か
し
、高
い
教
育
水
準
・
ま
じ
め
・
仕
事
熱
心
な

ど
の
側
面
も
あ
る
。
市
民
は
法
律
知
識
は
な
い

が
、証
拠
か
ら
事
実
を
推
測
す
る
「
常
識
の
力
」

は
裁
判
官
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
。「
慣
れ
」
の
差

だ
け
だ
。
裁
判
員
の
役
割
の
説
明
を
受
け
れ
ば
、

証
拠
だ
け
か
ら
有
罪
・
無
罪
を
決
め
る
責
任
は

果
た
せ
る
。
そ
れ
に
、裁
判
員
は
事
件
ご
と
に

不
公
正
な
裁
判
を
す
る
お
そ
れ
が
な
い
か
審

査
を
受
け
る
。
報
復
の
危
険
が
高
い
事
件
な
ど

で
は
、裁
判
員
裁
判
は
し
な
い
こ
と
も
検
討
さ

れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
公
正
な
裁
判
が
実
現

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
�

　
裁
判
員
裁
判
は
、裁
判
官
３
人
で
裁
く
法
定

合
議
事
件
な
ど
重
大
事
件
に
限
ら
れ
る
。
数
は

年
４
５
０
０
件
ほ
ど
。
裁
判
員
を
３
人
と
仮
定

す
る
と
、年
１
万
４
千
人
位
が
裁
判
員
に
な
る
。

市
民
が
選
ば
れ
る
機
会
は
多
く
は
な
い
が
、市

民
の
た
め
の
法
教
育
が
広
が
る
。
そ
れ
が
健
全

な
社
会
の
土
台
に
な
る
。
�

　
「
ナ
ノ
」
と
は
「
１０
億
分
の
１
」
を
表
す
接
頭

語
で
す
。
長
さ
の
単
位
で
い
え
ば
、１
ナ
ノ
メ
ー

ト
ル
は
１０
億
分
の
１
メ
ー
ト
ル
に
相
当
し
、原
子

や
分
子
の
大
き
さ
よ
り
ほ
ん
の
少
し
大
き
く
、

D
N
A
の
幅
や
蛋
白
質
の
大
き
さ
と
同
程
度

の
長
さ
で
す
。
文
献
や
教
科
書
に
記
さ
れ
て
い

る
物
質
の
性
質（
例
え
ば
融
点
や
密
度
）は
、原

子
や
分
子
が
極
め
て
多
量
に
集
ま
っ
て
で
き
た

「
大
き
な
か
た
ま
り
」
が
示
す
性
質
で
す
。
し
か

し
、原
子
や
分
子
が
少
し
だ
け
集
ま
っ
て
ナ
ノ

メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
の
「
小
さ
な
か
た
ま
り
」
に

な
る
と
、こ
れ
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
性
質
を
示
す

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
「
小
さ
な
か

た
ま
り
」
が
示
す
不
思
議
な
性
質
や
機

能
を
利
用
す
る
技
術
は
「
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
２１
世
紀
に
最
も

発
展
す
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
て
い

る
技
術
の
一
つ
で
す
。
�

　
例
え
ば
、あ
ら
ゆ
る
生
命
体
は
、
そ

の
機
能
が
D
N
A
や
蛋
白
質
な
ど
の
ナ

ノ
サ
イ
ズ
物
質
に
よ
り
制
御
さ
れ
て
お
り
、ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
集
合
体
だ
と
言
え
ま
す
。こ
の

生
体
分
子
の
機
能
を
模
倣
し
て
、D
N
A
や
蛋

白
質
を
並
べ
た
チ
ッ
プ
を
使
っ
て
一
滴
の
血
液

か
ら
病
気
を
診
断
し
た
り
、ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
小

さ
な
カ
プ
セ
ル
一
つ
に
薬
を
運
ば
せ
て
治
療
す

る
こ
と
が
現
在
の
研
究
の
中
で
現
実
味
を
帯
び

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

な
ど
の
情
報
・
通
信
機
器
は
、ナ
ノ
の
１
０
０
０

倍
の
単
位
で
あ
る
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ

の
電
子
部
品
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
発
展
す
れ
ば
そ
の
大
き
さ
を
�

１
０
０
０
分
の
１
に
で
き
、消
費
電
力
も
格
段

に
少
な
く
て
す
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
遠

く
な
い
将
来
、パ
ソ
コ
ン
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
紙

の
よ
う
な
薄
さ
で
、本
体
が
サ
イ
コ
ロ
程
度
の

大
き
さ
で
、さ
ら
に
乾
電
池
一
本
で
何
年
も
作

動
す
る
日
が
や
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
ナ

ノ
」
は
こ
れ
ら
の
将
来
像
を
実
現
さ
せ
、我
々
の

生
活
を
豊
か
に
す
る
言
葉
と
し
て
２１
世
紀
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
�



クラブつながリレーション�

山岳部�

【
創
　
　
部
】1
9
2
5
年
�

【
部  

員  

数
】
2
人（
2
0
0
3
年
7
月
現
在
）�

【
主
な
実
績
】�

1
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2
�
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�
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�
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�
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�
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�
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�
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�

1
9
7
3
�
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�
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�
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�
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�

1
9
9
3
�

1
9
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8
�

1
9
9
9
�

�2
0
0
0
�

�2
0
0
1

７８
年
の
歴
史
を
経
て
、新
し
い
山
岳
部
へ
�

自
然
と
の
対
話
を
楽
し
み
た
い
人
、求
む
�

一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
歴
史
の
1
ペ
ー
ジ�

”文
学
“に
魅
せ
ら
れ
た
仲
間
た
ち�

創立より、いまへ�
受け継ぐスピリッツ�

クラブつながリレーション�

【
創
　
　
部
】1
9
5
2
年
�

【
部  

員  

数
】
12
名（
2
0
0
3
年
8
月
現
在
）�

【
主
な
実
績
】�

1
9
5
1
�

1
9
5
2
�

1
9
5
3
�

1
9
5
5
�

1
9
5
6
�

��1
9
5
7
�
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9
5
8
�

�1
9
6
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�

1
9
6
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1
9
7
1
�

1
9
7
3
�

1
9
7
5
�

1
9
7
6
�

1
9
7
8
�

�1
9
8
6
�

�1
9
8
6
�

��1
9
8
7
�

1
9
8
8
�

�1
9
8
9
�

�1
9
9
7
�

����1
9
9
8
�

�1
9
9
9
�

�2
0
0
0
�

��2
0
0
1
�

��2
0
0
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「
文
芸
部
」
創
立
 
�

第
一
回
合
評
会
を
行
う
 
�

部
昇
格
、『
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
』
創
刊
 
�

「
文
学
研
究
会
」
と
改
称
 
�

俳
句
、短
歌
、詩
集
『
白
琴
』
創
刊
、『
甲

南
芸
術
』
創
刊
、講
演
会
・
井
上
靖
、臼

井
吉
見
を
招
く
 
�

研
究
発
表
『
実
存
主
義
』
、『
ネ
ナ
シ
カ

ズ
ラ
』
を
『
甲
南
文
芸
』に
改
題
 
�

今
東
光
を
招
き
討
論
会
、研
究
発
表『
森

　
外
』『
カ
ン
ト
に
つ
い
て
』
 
�

部
内
誌
『
方
向
』
創
刊
�

詩
集
『
暗
い
部
屋
』『
早
世
』
創
刊
　
�

機
関
誌
『
扉
』
創
刊
 
　
�

『
プ
レ
ー
ミ
ヤ
』
創
刊
 
　
�

『
風
見
鶏
』
創
刊
 
　
�

『
警
鐘
・
長
い
腕
・
黒
砂
糖
』
創
刊
�

研
究
発
表
『
安
部
公
房
評
論
集
』『
芸

術
か
わ
い
せ
つ
か
』『
詩
人
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ

ン
』『
神
戸
文
学
案
内
』『
ソ
シ
ュ
ー
ル
へ

の
招
待
』『
記
号
と
テ
ク
ス
ト
の
冒
険
』
�

機
関
誌
『G

eg
eh
b
en

』
創
刊
、
研
究

発
表
『
現
代
作
家
―
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

み
る
―
』
�

研
究
発
表
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
�

関
西
大
学
文
芸
部
連
合
発
足
、研
究
発

表『
批
評
に
見
ら
れ
る
七
人
の
作
家
像
』 
�

研
究
発
表
『
稲
垣
足
穂
の
研
究
』『
受

賞
作
品
か
ら
見
た
賞
研
究
』『
流
行
作

家
の
研
究
―
村
上
春
樹
・
山
田
詠
美
―
』

『
小
林
恭
二
の
研
究
』『
青
年
大
江
健

三
郎
の
研
究
』『
安
岡
章
太
郎
』『
日
本

人
の
読
書
の
傾
向
と
動
向
を
探
る
』『
乱

歩
』『
グ
リ
ム
童
話
』
�

研
究
発
表『A

ll A
b
o
ut G
.G
.M
arq
uez

』
、

『
小
さ
な
扉
』
創
刊
�

研
究
発
表
『
創
作
と
は
何
か
』
、フ
ォ
ー

ラ
ム『
創
作
と
は
何
か
』
 
�

研
究
発
表
『
ア
リ
ス
の
館
―
「
不
思
議

の
国
」
と
「
鏡
の
国
」
の
比
較
』
、フ
ォ
ー

ラ
ム『
純
文
学
と
大
衆
文
学
』
 
�

研
究
発
表
『
ガ
リ
ヴ
ァ
の
庭
―
風
刺
文

学
の
文
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』
、フ
ォ
ー
ラ

ム『
文
芸
作
品
の
創
作
に
つ
い
て
』
 
�

研
究
発
表
『
谷
崎
潤
一
郎
の
描
い
た
「
女

性
」
』
、フ
ォ
ー
ラ
ム『
大
学
文
芸
誌
に

お
け
る
創
作
詩
に
つ
い
て
』
�

取
材
に
出
席
さ
れ
た
方
／
奥
秀
雄
さ
ん（
'55
経
卒
）、友
岡
清
さ
ん（
'58
文

卒
）、桝
井
寿
郎
さ
ん（
'58
経
・
文
卒
）、浜
崎
実
さ
ん（
'59
経
卒
）、松
田
幹
治

さ
ん（
'65
法
卒
）、宮
本
英
輔
一
さ
ん（
'65
法
卒
）、長
田
井
鈴
さ
ん（
'74
文
卒
）、

中
島
俊
郎
さ
ん（
'74
文
卒
、顧
問
）、井
汲
奏
さ
ん（
'83
経
卒
）、佐
藤
圭
介
さ

ん（
'97
文
卒
）、高
野
重
成
さ
ん（
'97
文
卒
）、学
生
　
岩
崎
浩
和
さ
ん（
文

4
）、竹
内
光
高
さ
ん（
理
工
3
）、長
井
道
洋
さ
ん（
文
３
）、磯
部
修
一
さ
ん

（
文
1
）、伊
東
和
美
さ
ん（
法
1
）、春
名
沙
織
さ
ん（
営
1
）�

取
材
に
出
席
さ
れ
た
方
／
鷲
尾
顕
さ
ん（
'40
旧
制
高
校
文
卒
）、雨
宮
宏
光
さ
ん（
'58
経
卒
）、牧
野
宏
さ
ん（
'61
経
卒
）、武
田
雄
三
さ
ん（
'64
経
卒
）、

村
上
与
利
一
さ
ん（
'64
経
卒
）、南
里
章
二
さ
ん（
'70
理
卒
、甲
南
高
等
学
校
山
岳
部
・
副
顧
問
）、大
森
雅
宏
さ
ん（
'78
文
卒
）、松
成
健
さ
ん（
'96
文
卒
）�

　
昭
和
の
初
期
か
ら
現
在
ま
で
連
綿
と
続
く
部
報
・
会

報
な
ど
の
発
行
は
、実
に
計
９２
冊
、延
べ
５
’５
０
０
ペ
ー

ジ
に
も
お
よ
び
、９０
歳
を
越
え
る
O
B
か
ら
２０
代
の
若

者
ま
で
の
交
流
の
場
を
提
供
し
続
け
る
一
方
、こ
の
機

関
誌
は
日
本
山
岳
史
上
貴
重
な
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
�

　
甲
南
山
岳
部
の
前
身
で
あ
る
旧
制
高
等
学
校
の
山

岳
部
が
発
足
し
た
の
は
１
９
２
５
年
、大
正
１４
年
の
こ

と
だ
っ
た
。
新
制
大
学
で
の
創
部
が
１
９
５
２
年
だ
か

ら
、２７
年
も
の
”
前
史
“を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
山
岳
史
に
名
を
残
す
人
材
を
輩
出
し
、数
々
の
登

攀
ル
ー
ト
を
開
拓
し
た
そ
の
活
動
は
、前
史
と
い
う
に

は
あ
ま
り
に
華
々
し
い
。
�

　
旧
制
の
鷲
尾
顕
さ
ん（
’３２ 
〜
’４０ 
在
籍
）は
、そ
の
強

さ
の
秘
密
は
７
年
間
の
長
い
活
動
期
間
と
、先
輩
・
後

輩
や
現
役
・
O
B
の
垣
根
を
越
え
た
友
情
を
育
む
自

由
な
精
神
に
あ
っ
た
と
い
う
。「
上
級
生
で
も
あ
だ
名

で
呼
ぶ
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
、わ
け
へ
だ

て
が
な
く
、後
輩
が
へ
ば
っ
た
時
は
先
輩
が
、先
輩
の
時

は
後
輩
が
荷
物
を
持
ち
、カ
バ
ー
し
た
。
損
得
な
し
の

友
情
が
今
も
続
い
て
い
る
」
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時

に
は
、’９６ 
年
卒
の
松
成
健
さ
ん
た
ち
が
先
輩
諸
氏
の
身

を
案
じ
、バ
イ
ク
で
飲
料
水
を
届
け
た
。
松
成
さ
ん
は

多
く
を
語
ら
な
い
が
、山
岳
部
の
伝
統
が
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。
�

　
山
岳
部
の
も
う
一
つ
の
強
さ
の
源
で
あ
り
、活
動
の

骨
格
を
形
づ
く
っ
た
の
が
「
芦
屋
川
上
流
の
ロ
ッ
ク
ガ

ー
デ
ン
と
六
甲
山
系
の
存
在
だ
っ
た
」
と
語
る
の
は
新

制
に
な
っ
た
ば
か
り
の
’５４ 
年
に
入
部
し
た
雨
宮
宏
光

さ
ん
だ
。
部
員
た
ち
は
体
力
づ
く
り
と
併
行
し
て
ロ
ッ

ク
ガ
ー
デ
ン
で
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
練
習
を
し
、

土
日
に
は
１
泊
２
日
の
山
行
を
繰
り
返
し
た
。
’６１ 
年
卒

の
牧
野
宏
さ
ん
は
「
年
４
回
の
合
宿
を
含
め
る
と
年

に
約
１
２
０
日
。
ほ
と
ん
ど
山
と
関
わ
っ
て
い
た
」
と
い

う
。
バ
イ
ト
す
る
時
間
も
な
く
部
活
動
と
勉
強
の
文

武
両
道
の
生
活
だ
っ
た
。
�

　
ま
た
当
時
、既
に
国
内
に
は
未
踏
の
山
は
ほ
と
ん
ど

な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
、部
員
た
ち
の
目
が
海
外
、そ
れ

も
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
と
向
く
の
は
当
然
だ
っ
た
。
’６４ 
卒
の
武

田
雄
三
さ
ん
、村
上
与
利
一
さ
ん
の
時
代
に
は
、海
外

を
想
定
し
、北
海
道
の
利
尻
ま
で
遠
征
。ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
、前
進
キ
ャ
ン
プ
を
経
て
、最
後
に
ア
タ
ッ
ク
キ
ャ

ン
プ
か
ら
頂
上
を
目
指
す
ポ
ー
ラ
メ
ソ
ッ
ド
に
基
づ
い

た
練
習
を
取
り
入
れ
た
。
旧
制
の
山
岳
部
O
B
で
元

甲
南
学
園
理
事
長
で
も
あ
っ
た
小
川
守
正
さ
ん
は
�

「
”
登
山
は
経
営
だ
“と
言
わ
れ
ま
す
が
、大
人
数
で

計
画
的
に
山
頂
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
は
、準
備
段
階

や
資
金
の
問
題
も
含
め
、ま
さ
に
経
営
で
す
ね
」
と

語
る
。
�

　
そ
し
て
つ
い
に
、ヒ
マ
ラ
ヤ
に
挑
む
日
が
や
っ
て
く
る
。

南
里
章
二
さ
ん（
’７０ 
卒
）は
’７７ 
年
の
第
１
次
キ
シ
ュ
ト

ワ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
隊
長
と
し
て
登
山
し
た
が
登
頂

は
叶
わ
ず
、そ
の
志
を
継
い
だ
大
森
雅
宏
さ
ん（
’７８ 
卒
）

が
隊
長
と
な
り
２
年
後
の
’７９ 
年
、つ
い
に
６
０
５
０
m

の
ラ
ル
ン
峰
の
頂
に
立
つ
。
甲
南
山
岳
部
・
山
岳
会
が
、

世
界
と
い
う
檜
舞
台
に
立
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。
�

　
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
攀
と
い
う
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
、山
岳

部
の
活
動
は
、時
代
と
と
も
に
変
遷
し
て
い
る
。
山
を
、

自
然
を
楽
し
み
、自
分
の
心
や
体
と
対
話
す
る
ス
タ

イ
ル
へ
と
す
そ
野
を
広
げ
る
。
そ
の
一
例
が
’９０ 
年
代
後

半
の
松
成
健
さ
ん
の
頃
に
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
、ボ
ル

ト
や
ハ
ー
ケ
ン
を
使
わ
ず
素
手
で
難
所
を
登
っ
て
い
く

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
だ
。
人
工
的
な
コ
ー
ス
で
行
う

競
技
も
あ
り
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
種
目
に
も
な
っ
て
い
る
。
�

　
か
つ
て
は
数
十
名
の
部
員
で
に
ぎ
わ
っ
た
の
だ
が
、

現
在
は
他
大
学
の
山
岳
部
と
同
様
に
部
員
減
に
悩
ん

で
い
る
。
目
下
ア
ク
テ
ィ
ブ
部
員
は
ゼ
ロ
だ
が
、山
や

自
然
に
対
す
る
認
識
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
時
代
の
潮

流
を
考
え
る
と
、自
然
や
自
分
自
身
と
対
話
す
る
登

山
の
楽
し
み
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
素
地
は
確
実
に
広

が
っ
て
い
る
。
登
山
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
拓
く
新
人

が
現
れ
る
の
も
時
間
の
問
題
だ
ろ
う
。
�

体育会�

創立より、いまへ�
受け継ぐスピリッツ�

クラブつながリレーション�

文化会�

旧
制
7
年
制
・
甲
南
高
等
学
校
山
岳
部

発
足
／
小
倉（
単
独
行
）、北
穂
高
滝
谷

（
単
独
行
）／
常
念
〜
槍
ケ
岳
〜
立
山

縦
走
／
関
西
学
生
山
岳
連
盟（
A
A
V
K
）

結
成
、善
六
沢
よ
り
西
穂
高（
単
独
行
）、

剣
岳
早
月
尾
根
・
八
ツ
峰
下
半
分
、錫

杖
行
＝
錫
杖
岳
鳥
帽
子
岩（
初
登
攀
）

／
甲
南
山
岳
会
発
足
、横
尾（
雪
中
露

営
）よ
り
北
穂
高
、横
尾（
雪
中
露
営
）

よ
り
奥
穂
高
、穂
高
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
飛

騨
尾
根（
初
登
攀
）な
ど
初
登
攀
２０
数

件
、多
く
は
現
在
も
”甲
南
ル
ー
ト
“と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
槍
ヶ
岳
北
鎌
尾

根（
関
西
学
生
山
岳
連
盟
神
戸
セ
ク
シ

ョ
ン
合
同
合
宿
）�

甲
南
大
学
山
岳
部
発
足
、
甲
南
山
岳

会
物
故
者
追
悼
レ
リ
ー
フ
設
置
、日
本

山
岳
会
マ
ナ
ス
ル
踏
査
隊（
今
西
錦
司

隊
長
）に
O
B
参
加
�

日
本
山
岳
会
第
一
次
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊

（
三
田
幸
夫
隊
長
）に
O
B
参
加
、大
学

山
岳
部
　
第
1
回
合
宿（
劔
・
立
山
）�

劔
岳
小
窓
尾
根
合
宿
・
遭
難
事
故
�

馬
場
島
〜
奥
大
日
尾
根
〜
奥
大
日
岳（
積

雪
期
初
登
攀
）、唐
松
岳
ダ
イ
レ
ク
ト
リ

ッ
ジ（
初
登
攀
）�

白
馬
鑓
北
山
稜
完
登
、雄
山
第
3
尾
根

左
方
フ
ラ
ン
ケ
�

杓
子
東
壁
B
尾
根
・
D
尾
根
、大
窓
の

頭
白
萩
川
側
側
壁（
初
登
攀
）�

雄
山
第
3
尾
根
Ｐ
１
立
命
大
ル
ー
ト
・

同
甲
南
新
ル
ー
ト
、前
穂
高
４
峰
新
村
・

北
条
ル
ー
ト
�

利
尻
島
合
宿
�

ガ
ネ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
マ
ー
ル
遠
征
予
備
調
査

カ
ト
マ
ン
ズ
行
�

厳
冬
期
・
穂
高
滝
谷
第
1
尾
根
�

カ
ナ
ダ
・
ロ
ッ
キ
ー
合
宿
�

イ
ン
ド
・
ザ
ン
ス
カ
ー
ル（
小
チ
ベ
ッ
ト
・

ラ
ド
ッ
ク
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
越
え
）�

第
１
次
キ
シ
ュ
ト
ワ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
、イ
ン
ド
・
ラ
ダ
ッ
ク
・
ザ
ン
ス
カ
ー
ル

調
査
行
�

第
2
次
キ
シ
ュ
ト
ワ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
�

奥
鐘
山
西
壁
中
央
ル
ン
ゼ
単
独
登
攀
�

ア
フ
リ
カ
〜
ネ
パ
ー
ル
遠
征
�

カ
ラ
コ
ル
ム
5，
1
8
0
m
峰
初
登
頂
�

パ
キ
ス
タ
ン 

ス
ワ
ー
ト 

ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ

踏
査
�

ミ
ン
タ
カ
峠
・
キ
ル
ギ
ス
峠
　
オ
ー
ル
ド

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
調
査
�

チ
ベ
ッ
ト
偵
察
行
�

▲毎年10月に開催される山での集会（2002年）�▲’98年 カラコルム5，180m峰初登頂�

　
俳
句
や
短
歌
に
は
定
型
が
あ
る
け
れ
ど
、文
学
に

は
基
本
的
に
形
が
な
い
。
音
楽
や
舞
踊
な
ど
の
よ
う

に
代
々
受
け
継
ぐ
べ
き
も
の
も
な
け
れ
ば
、ス
ポ
ー

ツ
の
よ
う
な
明
確
な
ル
ー
ル
も
な
い
。
同
じ
よ
う
に

文
学
研
究
会
に
も
、研
究
と
創
作
と
い
う
２
つ
の
柱

は
あ
る
も
の
の
、研
究
テ
ー
マ
や
創
作
ス
タ
イ
ル
な

ど
の
決
ま
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
文
学
研

究
会
の
顧
問
を
務
め
て
い
る
、’７４ 
年
卒
の
中
島
俊
郎

さ
ん（
甲
南
大
学
文
学
部
教
授
）は
、「
こ
の
無
定
形

さ
こ
そ
、私
た
ち
の
強
み
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
言
う
。こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い
う
信

念
や
常
識
に
頼
る
の
で
は
な
く
、自
分
を
取
り
巻

く
環
境
や
時
代
の
価
値
観
の
中
で
、真
摯
に
自
分

た
ち
の
姿
を
模
索
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
。
そ
し

て
そ
れ
を
生
み
出
し
て
き
た
場
こ
そ
が
、代
々
部
員

た
ち
が
受
け
継
い
で
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
わ

け
だ
。
�

　
そ
の
最
初
の
場
が
も
た
れ
た
の
は
１
９
５
１
年
、

文
学
研
究
会
の
前
身
で
あ
る
文
芸
部
と
し
て
だ
っ

た
。
発
起
人
の
塩
井
修
三
さ
ん
は
じ
め
、部
員
は
わ

ず
か
３
人
だ
っ
た
が
、小
説
や
詩
、俳
句
、和
歌
な
ど

の
文
学
と
出
会
い
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
由
に
創
作
を
行

い
、そ
の
成
果
を
ま
と
め
て
機
関
誌
『
ネ
ナ
シ
カ
ズ

ラ
』
を
発
行
、さ
ら
に
井
上
靖
や
臼
井
吉
見
を
招
い

て
講
演
会
を
開
く
な
ど
、積
極
的
な
活
動
を
展
開

し
た
。「
第
１
号
の『
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
』
は
、が
り
版

刷
り
で
、正
門
の
前
で
売
っ
た
が
、全
然
売
れ
な
か
っ

た
」
と
当
時
の
活
動
を
振
り
返
る
の
は
創
立
メ
ン
バ

ー
の
一
人
で
’５５ 
年
卒
の
奥
秀
雄
さ
ん
だ
。
�

　
奥
さ
ん
と
入
れ
替
わ
り
に
入
学
し
た
桝
井
寿
郎

さ
ん（
’５８ 
卒
）は
「
当
時
は
、新
し
い
文
学
を
関
西
か

ら
生
み
出
そ
う
と
い
う
機
運
が
あ
っ
た
」
と
言
う
。

文
学
研
究
会
に
改
称
し
、各
大
学
に
呼
び
か
け
て
関

西
学
生
文
学
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、活
動

の
場
が
さ
ら
に
広
が
っ
た
時
代
だ
。
俳
諧
の
分
野
の

第
一
人
者
で
あ
る
友
岡
清
さ
ん（
’５８ 
卒
）
を
中
心
に

「
俳
句
会
」
が
創
ら
れ
、句
会
が
開
催
さ
れ
た
の
も
こ

の
時
代
だ
。
そ
の
活
動
は
本
格
的
で
、１
年
後
輩
の

浜
崎
実
さ
ん（
’５９ 
卒
）
は
、晩
年
の
高
浜
虚
子
か
ら
直

接
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
�

　
’６０ 
年
代
に
入
る
と
、文
学
研
究
会
は
、さ
ま
ざ
ま

な
個
性
が
ぶ
つ
か
り
あ
う
場
と
な
る
。
’６５ 
年
卒
の
松

田
幹
治
さ
ん
、宮
本
英
輔
一
さ
ん
は
「
作
品
を
生
み

出
す
と
い
う
よ
り
、本
を
読
む
の
が
好
き
な
仲
間
の

集
ま
り
、議
論
す
る
場
だ
っ
た
」
と
言
う
。
女
性
も
増

え
、生
き
方
や
個
性
の
異
な
る
部
員
同
士
が
熱
く
語

り
合
う
場
面
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
学
研

究
会
そ
の
も
の
が
文
学
作
品
の
一
場
面
の
よ
う
な
活

気
を
も
っ
て
い
た
時
代
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
�

　
’７０ 
年
代
以
降
、中
島
さ
ん
や
長
田
井
鈴
さ
ん（
’７４ 

卒
）の
時
代
に
は
、個
性
的
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な

い
が
、ぶ
つ
か
り
あ
う
こ
と
は
な
く
な
り
、部
の
雰
囲

気
は
と
ら
え
が
た
く
な
っ
て
い
く
。
夜
を
徹
し
て
語

り
明
か
す
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、意
見
を
戦
わ
せ
る
と

い
う
よ
り
、違
い
を
前
提
と
し
た
上
で
そ
れ
ぞ
れ
の

生
き
方
、感
じ
方
に
ふ
れ
、い
ろ
い
ろ
な
人
生
を
知
る

サ
ロ
ン
の
よ
う
な
場
だ
。こ
の
傾
向
は
、’８３ 
年
卒
の
井

汲
奏
さ
ん
や
、さ
ら
に
’９７ 
年
卒
の
佐
藤
圭
介
さ
ん
、

高
野
重
成
さ
ん
、そ
し
て
現
役
の
学
生
た
ち
へ
と
続

い
て
い
る
。
�

　
部
長
を
務
め
て
い
る
竹
内
光
高
さ
ん（
理
工
3
）

を
は
じ
め
現
役
の
部
員
た
ち
は
、「
先
輩
た
ち
に
お

話
を
う
か
が
う
と
、多
く
の
も
の
を
受
け
継
い
で
い

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、あ
り
が
た
く
思
う
と
同

時
に
、研
究
や
創
作
へ
の
意
欲
が
わ
い
て
き
ま
す
」
と

語
る
。
先
輩
た
ち
が
通
っ
て
き
た
文
学
と
い
う
場
で
、

彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
輝
き
を
見
せ
て
く
れ
る
か
、今

後
が
愉
し
み
で
あ
る
。
�

1
9
2
3
�

�1
9
5
1
�

�

旧
制
甲
南
高
等
学
校
山
岳
部
の
記
録
�

～�

体育会山岳部ホームページ　 http://homepage2.nifty.com/konan-alpin/

文学研究会�

～�～�

▲創部当時から現在まで、創作を発表してきた各機関誌� ▲OB・OGを招いて行われた創部50周年の懇親会（2001年）�
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3
校
の
生
徒
・
児
童
が
協
力
し
、�

自
分
た
ち
で
つ
く
る
体
験
学
習
�

授
業
で
は
で
き
な
い
取
り
組
み
に
�

自
治
会
と
し
て
初
挑
戦
！
�

トゥレーヌ甲南学園だより�

　
日
本
の
中
学
・
高
校
生
が
ア
フ
リ
カ
社
会
に
直
に
触

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、め
っ
た
に
で
き
な
い
体
験
だ
と

思
い
ま
す
。
幸
い
、ト
ゥ
レ
ー
ヌ
甲
南
学
園
の
あ
る
サ
ン･

シ
ー
ル
市
が
、セ
ネ
ガ
ル
の
ク
サ
ナ
ー
ル
市
と
姉
妹
都

市
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、今
回
本
校
生
が
現
地
に
赴

き
、地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
図
る
機
会
が
得
ら
れ

ま
し
た
。
本
校
で
は
、総
合
学
習
の
一
環
で
、発
展
途

上
国
の
教
育
事
情
を
学
ぶ
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、今
回
の

ク
サ
ナ
ー
ル
訪
問
は
そ
う
い
う
意
味
で
も
収
穫
の
多
い

も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
物
の
溢
れ
る
日
本
で
育
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、一
本
の
鉛
筆
、一
つ
の
メ
ガ
ネ
が
い

か
に
大
切
で
貴
重
な
も
の
か
を
実
感
し
、し
っ
か
り
心

に
刻
ん
で
き
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。�

田
中 

昭
校
長
�

合
同
学
習
実
現
へ
の
意
気
込
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。�

甲
南
3
学
園
合
同
学
習
�

ほ
か
の
取
り
組
み
に
先
駆
け
、
8
月

3
日
に
行
わ
れ
た
「
芦
屋
サ
マ
ー
カ
ー

ニ
バ
ル
」
班
の
活
動
の
様
子
�

合
同
学
習
の
具
体
的
な
内
容
�

児
童
・
生
徒
は
い
ず
れ
か
の
班
に
分
か

れ
て
体
験
学
習
を
行
い
、11
月
14
日
の

「
甲
南
3
学
園
主
催
研
究
開
発
学
校

研
究
発
表
会
」
で
結
果
を
報
告
す
る
。
�

「老人介護施設」班�「保育所」班�

芦屋市の医療法
人や病院を訪問し、
車椅子での散歩や
折り紙などで老人
と触れ合う。�

福祉班別学習�

西宮市の保育所
を訪問。割り箸鉄
砲、ペットボトルロ
ケットなどの工作
で園児と触れ合う。�

「空気」班�「水」班�

芦屋市、東灘区内
のさまざまなポイン
トで空気の汚染度
を調査。計30カ所
を計測する。�

環境班別学習�

科学博物館や兵
庫県営水道局な
どを見学し、水道
水の水質やその
経路について調
べる。�

「芦屋サマー�
  カーニバル」班�

「芦屋市�
   秋祭り」班�

祭り実行委員のお
手伝いをさせてもら
い、祭りがどのよう
に運営されている
のかを調べる。�

社会班別学習�

集落別の地車を
引かせてもらい、秋
祭りに参加。また、
それぞれに地車の
歴史を調べる。�

　
3
学
園
の
生
徒
・
児
童
が
協
力
し
て
、

自
分
た
ち
で
体
験
学
習
を
行
う
の
は
こ

れ
ま
で
に
例
の
な
い
こ
と
。
僕
た
ち
は
こ

の
貴
重
な
活
動
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、参

加
す
る
一
人
ひ
と
り
に
、こ
れ
が
自
分
の
活

動
だ
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、ま
た
、

授
業
の
よ
う
に
誰
か
に
言
わ
れ
て
参
加
す

る
の
で
は
な
く
、生
徒
・
児
童
が
自
主
的

に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
み
ん
な
の
意
見
を
聞
く
よ
う
に

し
て
い
る
の
は
そ
ん
な
思
い
か
ら
。
今
回
の

活
動
が
環
境
の
枠
を
超
え
て
幅
広
い
も
の
に
な
っ
た
の
も
実
際
に
参
加
す
る
生

徒
の
意
見
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
最
初
は
全
校
生
徒
の
参
加
を
計
画
し
た
の
に
、

安
全
面
へ
の
配
慮
か
ら
規
模
を
小
さ
く
す
る
な
ど
、思
う
よ
う
に
い
か
な
い
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
、少
し
ず
つ
現
実
的
な

プ
ラ
ン
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
。い
ま
は
そ
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
�

み
ん
な
が
成
長
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
。�

絶
対
私
た
ち
の
手
で
成
功
さ
せ
た
い
。�

　
こ
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
と
き
、ぜ
ひ

実
現
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
以

前
、保
育
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、小

さ
い
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど
、頭
で

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
実
際
に
体

験
し
て
み
て
は
じ
め
て
わ
か
る
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
る
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、み
ん
な
が
そ
ん

な
体
験
を
通
し
て
、自
分
を
一
歩
成
長

さ
せ
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
。
ま
た
、自
然
環

境
に
範
囲
を
狭
め
る
の
で
は
な
く
、私
た
ち
の
地
元
に
目
を
向
け
た
り
、縦
割

り
班
で
小
学
生
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
は
、よ
り
貴
重
な
体
験
だ
と
思
い
ま

す
。
協
力
し
合
っ
て
、な
ん
と
か
自
分
た
ち
の
手
で
成
功
さ
せ
た
い
で
す
。
�

吉村 可奈さん�
甲南女子高等学校 2年生�
実施統括サブリーダー�

岩佐 嘉久 君�
甲南高等学校 2年生�
実施統括リーダー�

　
甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
で
は
、21
世
紀
を
支
え
る
子
ど

も
た
ち
に
豊
か
な
心
が
育
つ
こ
と
を
願
い
、「
人
と
人
、人
と

自
然
、人
と
社
会
と
の
共
生
」
を
目
指
す
環
境
教
育
を
進
め

て
い
ま
す
。
2
0
0
1
年
か
ら
は
、甲
南
女
子
中
学
校
・
高
等

学
校
、甲
南
小
学
校
、幼
稚
園
と
と
も
に
文
部
科
学
省
の「
研

究
開
発
学
校
」
の
指
定
を
受
け
、甲
南
大
学
・
甲
南
女
子
大

学
の
協
力
の
下
、一
貫
教
育
に
お
け
る
環
境
教
育
の
あ
り
方

や
系
統
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
研
究
開
発
を
行
う
と
共

に
、ビ
オ
ト
ー
プ
の
観
察
や
作
物
栽
培
、地
域
の
水
質
調
査
や

ゴ
ミ
調
べ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
環
境
活
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
が
、今
年
は
さ
ら
な
る
発
展
を
計
画
。
そ
の
一
環
と
し

て
、3
校
の
生
徒
・
児
童
た
ち
が
プ
ラ
ン
を
出
し
合
っ
て
、教

師
の
主
導
で
は
な
い
幅
広
い
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。
�

　
本
校
の
生
徒
自
治
会
が
作
っ
た
活
動
計
画
の
原
案
は
、3

校
で
意
見
交
換
を
重
ね
た
結
果
、

よ
り
学
習
効
果
の
高
い
内
容
と
し

て
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
、い
ま
は
9
月

27
日
の
実
施
に
向
け
て
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
。
各
班
が
リ
ー
ダ
ー
を
中
心

と
し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

全
体
を
ま
と
め
る
役
割
を
担
う
の

が
実
施
統
括
リ
ー
ダ
ー
の
岩
佐
君

と
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
吉
村
さ
ん
。
男

子
校
・
女
子
校
と
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
異
な
り
ま
す
が
、小
学
校
も

う
ま
く
巻
き
込
ん
だ
協
力
体
制

を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

活
動
計
画
と
二
人
の
意
気
込
み
を

紹
介
し
ま
す
。
�

ク
サ
ナ
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
に
学
校
を
！�

ア
フ
リ
カ
の
姉
妹
都
市
を
生
徒
が
支
援�

ア
フ
リ
カ
社
会
に
触
れ
る
希
有
な
体
験
で�

日
本
で
は
気
づ
か
な
い
こ
と
を�

感
じ
て
ほ
し
い�

　
学
校
の
あ
る
サ
ン
・
シ
ー
ル
市
と
セ
ネ
ガ
ル
の

ク
サ
ナ
ー
ル
は
、パ
リ･

ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
を
き
っ
か

け
に
、姉
妹
都
市
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、サ
ン
・

シ
ー
ル
市
は
町
を
挙
げ
て
ク
サ
ナ
ー
ル
を
支
援
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
、古
い
眼

鏡
を
送
る
と
い
う
活
動
で
あ
る
。�

　
度
数
が
合
わ
な
く
な
っ
た
り
し
て
家
庭
で
眠
っ

て
い
る
古
い
眼
鏡
を
回
収
し
、サ
ン
・
シ
ー
ル
市
在

住
の
眼
鏡
店
の
主
人
が
汚
れ
を
落
と
し
、調
整
を

行
い
、レ
ン
ズ
の
分
類
を
行
っ
て
、１
個
２
０
０
円

で
現
地
の
人
た
ち
に
販
売
し
、そ
の
収
益
を
ク
サ

ナ
ー
ル
に
寄
付
し
て
い
る
。
寄
付
さ
れ
た
お
金
は
、

子
ど
も
た
ち
の
教
材
や
教
具
、食
料
の
購
入
に
当

て
ら
れ
る
。
ク
サ
ナ
ー
ル
で
は
、栄
養
状
態
が
思
わ

し
く
な
く
、ま
た
、埃
の
た
め
目
を
痛
め
る
人
が
多

い
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、ク
サ
ナ
ー
ル
に
は
眼
鏡

を
扱
う
店
も
な
く
、一
番
近
く
て
も
４
５
０
キ
ロ

離
れ
た
ダ
カ
ー
ル
ま
で
行
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

現
地
を
視
察
し
た
サ
ン
・
シ
ー
ル
市
の
関
係
者
が
、

検
査
を
行
っ
た
上
で
適
切
な
眼
鏡
を
着
用
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
、こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
始
め
た
と
い
う
こ
と
だ
。�

　
ト
ゥ
レ
ー
ヌ
甲
南
学
園
の
理
事
で
も
あ
る
ダ
ブ

ニ
エ
元
サ
ン
・
シ
ー
ル
市
筆
頭
助
役
は
、最
初
か
ら

こ
の
運
動
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、ト
ゥ
レ
ー
ヌ
の
生
徒

た
ち
も
使
わ
な
く
な
っ
た
眼
鏡
を
集
め
、運
動
を

積
極
的
に
支
援
し

て
き
た
。そ
の
ほ
か
、

生
徒
た
ち
は
、
バ

ザ
ー
を
行
っ
た
収
益
で
お
も

ち
ゃ
を
贈
っ
た
り
し
た
。
今
年

度
よ
り
生
徒
た
ち
は
、ク
サ

ナ
ー
ル
に
学
校
を
建
て
る
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

立
ち
上
げ
て
、活
動
を
開
始

し
た
。
ま
た
、８
月
に
は
神
戸

新
聞
の
協
力
で
古
い
眼
鏡
を
日
本
で
も
回
収
す
る

活
動
を
行
っ
た
。こ
う
し
た
生
徒
た
ち
の
活
動
は
、

8
月
21
日
付
の
神
戸
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
た
。�

　
さ
ら
に
、２
０
０
４
年
１
月
に
は
、サ
ン
・
シ
ー
ル

市
の
使
節
団
の
一
行
と
と
も
に
１０
名
の
ト
ゥ
レ
ー

ヌ
生
も
現
地
を
訪
問
す
る
予
定
で
あ
る
。
日
本
と

も
フ
ラ
ン
ス
と
も
全
く
異
な
っ
た
ア
フ
リ
カ
の
文
化

に
触
れ
る
こ
と
で
生
徒
た
ち
の
視
野
は
ま
す
ま
す

広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
１０
名
の
使
節
団
の

枠
に
、現
在
５０
名
の
生
徒
が
希
望
を
出
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
校
内
で
選
考
を
行
う
必
要
が
あ
り
、生

徒
た
ち
の
熱
い
思
い
に
教
職
員
も
う
れ
し
い
悲
鳴

で
あ
る
。�

　
田
中
校
長
は
、ク
サ
ナ
ー
ル
訪
問
に
つ
い
て
、次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。�

8月21日神戸新聞（夕刊）�

バザーの収益で購入したおもちゃを、ダブニエ
氏（右端）に託す生徒会代表�
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第
１
３
２
回
現
代
講
座
は
、金
子
達
仁
氏
�

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
課
題
と
展
望
」
�

ダイジェスト�

甲南OBの著書をピックアップ！�

体
育
会
ゴ
ル
フ
部
が
秋
の
�

日
米
対
抗
戦
の
出
場
資
格
を
獲
得
�

第 一 線で活躍中の�
卒業生にアクセス！�

　
自
治
会
中
央
委
員
会
現
代
講
座
委
員
会
が
主
体

と
な
っ
て
、各
界
で
活
躍
し
て
い
る
著
名
な
方
を
お
招

き
し
、開
催
す
る
現
代
講
座
。５
月
２４
日
に
行
わ
れ
た

１
３
２
回
目
の
講
座
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
で
あ
る

金
子
達
仁
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、世
界
各
国
の
サ

ッ
カ
ー
リ
ー
グ
や
選
手
、交
流
の
あ
る
競
馬
騎
手
に
つ
い

て
お
話
し
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
後
も
、

フ
ロ
ア
か
ら
次
々
と
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、講
師
の
日

本
の
サ
ッ
カ
ー
へ
の
想
い

が
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
�

　
講
演
会
終
了
後
は
、

現
代
講
座
委
員
で
あ
る

学
生
た
ち
と
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
で
茶
話
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
�

登
山
で
培
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
�

い
ま
も
変
わ
ら
ず
�

業
界
に
先
駆
け
た
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
竹
中
工
務
店
。�

今
回
は
、そ
の
現
社
長
を
務
め
る
竹
中
統
一
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。�

国
際
的
な
活
躍
を
続
け
、会
社
の
発
展
を
一
手
に
担
う
竹
中
さ
ん
の
�

大
学
時
代
、こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

◆PROFILE／1965年に甲南大学経済学部を卒業後、竹中工務店に入社。その

後、米国ミシガン州立大学・大学院経営学部修士課程修了を経て、帰国後、大阪

万博のパビリオン建設に携わる。1980年に竹中工務店の社長に就任。国内外問

わず、先進技術の導入を積極的に試みるなど、事業拡大を目指し、現在に至る。�

　
甲
南
大
学
卒
業
後
、竹
中
工
務
店
に
入
社
し
た
も

の
の
、急
速
な
国
際
化
の
波
を
感
じ
て
い
た
た
め
渡
米

を
決
意
し
ま
し
た
。ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
大
学
院
に
留

学
し
、語
学
学
習
に
も
努
め
な
が
ら
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
し

帰
国
。
以
降
、大
阪
万
博
を
皮
切
り
に
、現
在
ま
で
多

く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。
�

　
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、や
は
り
、初
め
て
携
わ
っ
た
国

際
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
大
阪
万
博
で
す
。こ
の
と
き

は
弊
社
が
全
パ
ビ
リ
オ
ン
の
４
分
の
１
を
も
請
負
わ
せ

て
い
た
だ
い
た
た
め
、と
に
か
く
繁
忙
を
極
め
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
英
語
を
満
足
に
話
せ
る
日
本
人
が
ご
く

僅
か
で
、各
国
の
責
任
者
と
話
す
に
は
、逐
一
通
訳
に

頼
る
と
い
う
煩
わ
し
さ
。
私
は
留
学
経
験
を
活
か
し
て

奔
走
し
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
�

　
１
９
８
０
年
に
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
が
、ま
だ
３０

代
後
半
で
あ
っ
た
た
め
、年
上
の
お
客
さ
ま
と
仕
事
を

進
め
る
こ
と
が
多
く
、正
直
言
っ
て
戸
惑
い
の
連
続
で

し
た
。
た
だ
、常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち
誠
実
さ
を

心
が
け
る
こ
と
で
、お
客
さ
ま
の
信
頼
に
つ
な
が
る
よ

う
努
力
し
ま
し
た
。
と
く
に
１
９
８
８
年
に
日
本
初
の

空
気
膜
構
造
ス
タ
ジ
ア
ム
”東
京
ド
ー
ム
“を
無
事
引

き
渡
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
自
信
に
な
り

ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
で
は
す
で
に
類
似
の
実
施
例
が
数

例
あ
っ
た
も
の
の
、国
内
で
は
前
例
が
な
く
実
に
さ
ま

ざ
ま
な
障
壁
が
あ
り
ま
し
た
。
海
外
視
察
に
何
度
も

足
を
運
ん
だ
り
、施
工
の
確
実
性
や
法
規
制
を
ク
リ
ア

す
る
た
め
に
耐
風
や
耐
震
と
い
っ
た
構
造
実
験
を
繰
り

返
し
た
り
。
竣
工
時
の
感
動
は
今
も
鮮
明
に
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、開
閉
式
屋
根
の
”福
岡
ド
ー
ム
“を
始

め
多
く
の
ド
ー
ム
型
競
技
場
の
建
設
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、東
京
ド
ー
ム
計
画
で
の
経
験
、ノ
ウ
ハ
ウ

が
財
産
と
し
て
活
か
さ
れ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

　
入
社
し
て
４０
年
近
く
。
多
く
の
新
し
い
こ
と
、困
難

な
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、大
学
時
代

に
打
ち
込
ん
だ
山
岳
部
で
の
活
動
の
影
響
も
大
き
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
非
常
に
厳
し
い
部
活
動
で
し
た
が
、そ

の
中
で
自
然
の
怖
さ
を
知
り
、ま
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や

忍
耐
強
さ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
今
も
時
々
、当
時
の
仲
間
と
山
頂
を
目
指

し
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
登
山
と
建
築
の
共
通
点
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。
ど

ち
ら
も
一
人
だ
け
で
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
甲

南
は
自
由
で
、人
と
人
と
の
関
わ
り
合
い
を
大
切
に
す

る
学
校
で
す
か
ら
、私
は
そ
こ
で
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
育

む
こ
と
が
で
き
、い
ま
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
役
の
甲
南
生
た
ち
に
も
、そ
ん
な
校
風
や
、海
外
交

流
・
語
学
習
得
に
充
実
し
た
環
境
な
ど
を
存
分
に
活

か
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
�

竹
中 
統
一
さ
ん
　
1
9
6
5
年
経
済
学
部
卒
業
�

八木 雄三さん�
’64年経済学部卒業�
八木通商（株）社長�

思春期の危機と子育て�
前村 よう子  著�
 1986年文学部卒�

三学出版　￥952（税別）�

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
�

人
間
科
学
専
攻
の
�

第
一
種
指
定
が
継
続
承
認
�

藤井　浩さん�
’67年文学部卒業�
新晃工業（株）社長�

西尾 忠朋さん�
’65年経済学部卒業�
（株）西尾倉庫社長�

友岡子郷　自解150句選�
友岡　清  著�
 1958年文学部卒�

北溟社　￥1,810（税別）�

竹中さんの�
甲友録�

　
北
広
島
プ
リ
ン
ス
ゴ
ル
フ
場（
北
海
道
）で
、６
月
１８

日
と
１９
日
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本
大
学
学
校
対
抗

戦
で
、
体
育
会
ゴ
ル
フ
部
は
７
位
に
な
り
、２
０
０
３

T
O
P
Y 

C
U
P
日
米
対
抗
ゴ
ル
フ
選
手
権
の
出
場

資
格
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
の
選
手
権
は
、日
本
学

生
ゴ
ル
フ
連
盟
と
読
売
新
聞
社
が
主
催
し
、９
月
９
日

か
ら
１１
日
ま
で
の
３
日
間
、福
島
県
の
棚
倉
田
舎
倶

楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
�

　
鎌
谷
勇
宏
さ
ん（
理
４
）、谷
崎
義
文
さ
ん（
経
済
４
）、

吉
田
泰
典
さ
ん（
経
営
３
）、岩
元
洋
祐
さ
ん（
文
２
）、

高
田
和
貴
さ
ん

（
経
済
２
）の
５

名
が
日
本
学

生
ゴ
ル
フ
連
盟

か
ら
派
遣
依

頼
を
受
け
、
選

手
権
に
出
場

す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
�

　
本
学
の
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
人
間
科
学
専

攻
は
、日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
か
ら
、第
一

種
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
第
一
種
に
指
定
さ
れ
た
修

士
課
程
を
修
了
す
る
と
、修
了
と
同
時
に
臨
床
心
理

士
の
受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
は
、

ち
ょ
う
ど
第
１
期
生
が
修
了
し
、２５
名
が
合
格
し
ま
し

た
。２
０
０
４
年
度
以
降
も
第
一
種
の
指
定
を
継
続
で

き
る
よ
う
申
請
し
た
と
こ
ろ
、向
こ
う
４
年
間
の
指
定

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
�

『
夏
の
思
い
出
・
陸
上
教
室
』
開
催
�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
�

　
７
月
３１
日
、本
学
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
陸
上
競
技
場
で
、伊
東

浩
司
専
任
講
師
に
よ
る
中
学
・

高
校
生
を
対
象
と
し
た
陸
上

教
室
が
開
催
さ
れ
、約
２
５
０

名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

伊
東
先
生
の
指
導
を
目
当
て
に
、

遠
く
は
愛
知
県
か
ら
の
参
加

者
も
あ
り
ま
し
た
。
終
了
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、９
割
以

上
の
参
加
者
が
、次
回
こ
の
よ
う
な
教
室
が
開
催
さ

れ
れ
ば
ぜ
ひ
と
も
参
加
し
た
い
と
の
回
答
が
あ
り
、「
時

間
が
足
り
な
か
っ
た
」
、「
大
学
生
の
人
が
優
し
く
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
教
え
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
」
、「
伊
東

先
生
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
」
な
ど
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
�

　
７
月
３１
日
、甲
南
大
学
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、学
内
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
や
、入
試
概
要
説
明
会
、英
語
入
試
問
題
講

座
、ミ
ニ
講
義
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。３
千
人
近
く

の
参
加
者
が
あ
り
、遠
く
は
、北
海
道
、埼
玉
、福
井
、

愛
知
、静
岡
、高
知
、山
口
、福
岡
か
ら
も
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
愛
知
県
か
ら
来
ま
し
た
が
、来
た
か
い

が
あ
り
ま
し
た
」
、「
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
熱
心
に
教

え
て
い
た
だ
い
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
、「
在
校
生
の
み

な
さ
ん
が
と
て
も
親
切
で
し
た
」
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト

も
参
加
者
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

ふしぎの植物学�
田中 修〔理工学部教授〕著�
中公新書　￥760（税別）�

対中ビジネスの�
経営戦略�
［中堅・中小企業への提言］�
藤川 清史〔経済学部教授〕共著�
蒼蒼社　￥2,800（税別）�

古代日本の塩�
廣山 謙介〔経営学部教授〕共著�
雄山閣　￥3,800（税別）�

会社じんるい学�
PARTⅡ�
廣山 謙介〔経営学部教授〕共著�
東方出版　￥1,700（税別）�

制度としての�
監査システム�
監査の経済的機能と役割�
伊豫田 隆俊〔経営学部教授〕著�
同文舘出版　￥4,000（税別）�

全世界紀行�
民族と歴史、そして冒険�
南里 章二�
〔高・中 社会担当／山岳部OB〕著�
ナカニシヤ出版　￥2,700（税別）�

体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
�

甲
南
・
学
習
院
定
期
戦
５０
回
記
念
大
会
�

　
第
５０
回
の
節
目
を
迎
え
た
甲
南
大
学
・
学
習
院
大

学
サ
ッ
カ
ー
定
期
戦（
神
戸
新
聞
社
な
ど
後
援
）が
７

月
１３
日
、神
戸
ウ
イ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
、午

前
中
に
、Ｂ
戦
と
６０
歳
以
上
、４０
歳
以
上
、３９
歳
以
下

の
各
年
代
で
対
戦
す
る
Ｏ
Ｂ
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
午
後
か
ら
は
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、半
世
紀
の
歴

史
を
刻
ん
で
き
た
伝
統
の
一
戦
が
キ
ッ
ク
オ
フ
、今
期

関
西
学
生
リ
ー
グ
で
一
部

復
帰
を
果
た
し
た
甲
南

が
４
‐
０
で
快
勝
し
ま
し
た
。
�

　
当
日
は
激
し
い
雨
が
降

り
ま
し
た
が
、可
動
式
の

屋
根
を
閉
め
た
ウ
ィ
ン
グ

内
で
は
、約
１
２
０
０
人
の

観
客
が
、力
一
杯
両
大
学

の
選
手
を
応
援
し
ま
し
た
。
�

甲南大学・高校の�
教員が執筆した�

新刊�
レビュー�
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甲南

編
　
集
　
後
　
記
�

　
他
人
の
上
を
い
く
た
め
に
必
死
に
な
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
自
分
を
実
現
す
る
た
め
に
努
力
す
る
。
今
回

の
特
集
で
は
そ
ん
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
す
甲
南
生

や
卒
業
生
の
姿
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、い
か
が
で
し
た

か
。
彼
ら
と
同
じ
よ
う
に
熱
く
な
っ
た
経
験
は
、き
っ
と

皆
さ
ま
の
中
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
�

　
本
誌
で
は
こ
れ
か
ら
も
、た
だ
学
園
の
ニ
ュ
ー
ス
を
お

伝
え
し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、い
ま
も
昔
も
変
わ
ら
な

い
甲
南
の
気
質
に
迫
る
特
集
を
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。
�

◆次号予告（2003年12月発行予定）�
Network Konan�
つながる！甲南ネットワーク�

卒業生に聞く�
憧れの職業への道�

15

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
+
お
知
ら
せ
�

父
母
の
会
講
演
会
�

大
学
父
母
の
会
で
は
、在
校
生
の
保
護
者
を
対
象
と

し
て
次
の
と
お
り
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
高
校
生
や

中
学
生
の
保
護
者
の
方
や
卒
業
生
の
方
も
歓
迎
い
た

し
ま
す
。（
参
加
自
由
）�

【
日
　
時
】
１１
月
２２
日（
土
）１３
時
〜
１４
時
３０
分
頃
�

【
場
　
所
】
１
４
２
講
義
室
�

【
テ
ー
マ
】「
わ
が
子
と
の
つ
き
合
い
か
た
」
�

【
講
　
師
】
桑
原
知
子
氏（
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学

研
究
科
助
教
授
　
教
育
学
博
士
、臨
床

心
理
士
）�

家
計
の
事
情
な
ど
に
よ
り
期
限
内
に
学
費
の
納
入
が

困
難
な
場
合
は
、学
費
猶
予
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
、原
則
と
し
て
保
証
人
が

申
し
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、都
合
の
悪
い
場

合
は
、学
生
本
人
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
猶
予
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、学
生
部
厚
生
係
で
「
学
費
特
別
猶
予
願
」

の
用
紙
を
交
付
し
て
も
ら
っ
て
、申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
期
限
は
、左
記
の
と
お
り
で
す
。
�

●
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試
、甲
南
高
校
・
ト
ゥ
レ
ー
ヌ
甲

　
南
学
園
高
等
部
基
礎
学
力
試
験（
4
日
）�

●
Ｅ
Ｂ
Ａ
総
合
コ
ー
ス
特
別
入
試
A
方
式（
25
日
）�

�●
経
営
学
部
高
等
学
校
商
学
科
推
薦
入
試
、編
入
学

　
試
験
、社
会
人
特
別
選
抜
入
試﹇
経
・
法
・
営
﹈（
1
日
）�

●
Ｅ
Ｂ
Ａ
総
合
コ
ー
ス
特
別
入
試
B
方
式﹇
一
次
﹈（
15
日
）�

●
帰
国
子
女
入
試（
15
日
）�

●
第
39
回
摂
津
祭（
20
〜
24
日
）�

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
22
日
）�

●
大
学
教
育
懇
談
会﹇
四
国
地
区
﹈（
23
日
）�

●
E
B
A
総
合
コ
ー
ス
特
別
入
試
B
方
式﹇
二
次
﹈（
29
日
）�

�●
第
48
回
甲
南
大
学
対
学
習
院
大
学
運
動
競
技
�

　
総
合
定
期
戦
閉
会
式（
13
日
）�

●
体
育
会
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ（
中
旬
）�

●
講
義
一
旦
終
了（
22
日
）�

●
冬
期
休
業（
23
日
〜
2
0
0
4
年
1
月
4
日
）�

期間・期限�

特
別
猶
予
願�

願書提出�
期　　間�

5月1日�
～5月31日�

9月10日� 翌年1月10日�

10月1日�
～10月31日�

猶予期限�

前期分� 後期分�

注1／上記期限を超えての再猶予は認められません。�
注2／上記の猶予期限内に学費を納入しない場合は、
「除籍」になりますので、注意してください。�

10月�11月�12月�

甲南大学の�
教員が執筆した�

新刊�
レビュー�

就職カレンダー� 新
井
初
佳
さ
ん（
’９８ 
年
卒
）
が
�

世
界
陸
上
に
出
場
�

　
8
月
23
日
か
ら
31
日
の
9
日
間
、フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ

で
開
催
さ
れ
た
、第
9
回
世
界
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
に
、新
井
初
佳
さ
ん（
’９８ 
年
文
学
部
卒
・
ピ
ッ

プ
フ
ジ
モ
ト
）が
日
本
代
表
選
手
に
選
ば
れ
、２９
日

に
行
わ
れ
た
４
×
１
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
に
出
場

し
ま
し
た
。
�

　
こ
の
世
界
陸
上
に
は
、伊
東
浩
司
専
任
講
師
も
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
解
説
者
と
し
て
出
演
し
、主
と
し
て
、ト

ラ
ッ
ク
競
技（
短
距
離
・
中
距
離
・
障
害
）に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
た
。
�

１１
月
に
同
窓
会
総
会
を
開
催
�

　
甲
南
学
園
同
窓
会
・
甲
南
大
学
同
窓
会
は
、来
る
１１

月
２２
日（
土
）、甲
南
大
学
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

平
成
１５
年
度
同
窓
会
総
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
�

　
当
日
は
、大
学
祭
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、在
学
生
の

課
外
活
動
状
況
等
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
�

　
同
窓
会
総
会
お
よ
び
懇
親
会
等
の
詳
細
は
、１０
月

上
旬
発
行
予
定
の
同
窓
会
誌
「
甲
窓
」
に
て
掲
載
さ

れ
ま
す
。
�

　
多
数
の
み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
�

夢
化
学
２１ 

甲
南
大
学
理
工
学
部
�

一
日
体
験
化
学
教
室
�

　
甲
南
大
学
理
工
学
部
機
能
分
子
化
学
科
で
は
、

一
般
の
高
校
生
に
、身
近
な
化
学
か
ら
最
先
端
研

究
ま
で
、実
際
に
体
験
し
て
も
ら
い
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、一
日
体
験
化
学
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
電
子
顕
微
鏡
を
使
っ
て
ナ
ノ
の
世
界
を
観
察
し
て

み
よ
う
」
、「
割
れ
や
す
い
ガ
ラ
ス
を
強
く
し
て
み
よ

う
」
、「
水
資
源
を
き
れ
い
に
す
る
高
分
子
を
合
成

し
よ
う
」
な
ど
、魅
力
あ
る
６
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り

上
げ
、高
校
生
の
皆
さ
ん
に
案
内
し
た
と
こ
ろ
、５０

名
の
定
員
を
上
回
る
約
８０
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
中
に
は
、引
率
で
は
な
く
、生
徒
と
一
緒
に
実

験
を
体
験
し
た
い
と
、中
学
や
高
校
の
先
生
方
か

ら
も
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
�

　
８
月
２３
日
の
午
前
１０
時
か
ら
、申
込
み
の
あ
っ
た

全
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、理
工
学
部
教
員
や

大
学
院
生
と
一
緒
に
実
験
を
行
い
、参
加
者
か
ら

は
、「
実
際
に
実
験
を
体
験
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」

「
機
会
が
あ
れ
ば
、ま
た
参
加
し
た
い
」
な
ど
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
�

浅
尾 

友
子
さ
ん（
’73 
卒
）／
石
黒 

正
人
さ
ん（
’70 
卒
）�

今
泉 

好
彦
さ
ん（
’78 
卒
）／
大
西 

純
子
さ
ん（
’96 
卒
）�

奥
田 

慶
子
さ
ん（
’75 
卒
）／
椎
尾 

昌
布
さ
ん（
’61 
卒
）�

末
政 

孝
子
さ
ん（
ご
父
母
）／
高
木 

応
光
さ
ん（
’68 
卒
）�

辰
馬 

市
朗
さ
ん（
’51 
卒
）／
中
尾 

善
知
さ
ん（
’74 
卒
）�

中
村 

節
子
さ
ん（
ご
父
母
）／
浜
田 

美
千
代
さ
ん（
ご
父
母
）�

原
田 

洋
平
さ
ん（
’01 
卒
）／
見
取 

あ
か
ね
さ
ん（
’94 
卒
）�

箕
浦 

隆
雄
さ
ん（
’71 
卒
）�

高
等
学
校
文
芸
部
が
�

第
6
回
俳
句
甲
子
園
全
国
大
会
に
出
場
�

　
高
等
学
校
文
芸
部
が
、2
0
0
3
年
8
月
15
日

か
ら
17
日
に
松
山
市
で
開
催
さ
れ
た
第
6
回
俳
句

甲
子
園
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
地
方
大
会

を
勝
ち
抜
い
た
10
校
と

投
句
審
査
に
よ
る
出
場

校
14
校
の
計
24
校
で
、1

チ
ー
ム
5
人
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
形
式
で
争
い
、4
位

に
な
り
ま
し
た
。
�

　
俳
句
甲
子
園
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、左
記
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
�

h
ttp
://w

w
w
.h
a
ik
u
k
o
u
s
h
ie
n
.c
o
m
/

10
月
10
日
に
神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
る
貴
志
康
一
コ
ン
サ
ー
ト
招
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
、次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
�

2
0
0
4
年
度
一
般
入
試
日
程
�

● 

願
書
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、同
封
の
ア
ン
ケ
ー
ト
�

　 

ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
無
料
）�

２月１日�
（日）�

２月２日�
（月）�

２月３日�
（火）�

２月４日�
（水）�

２月５日�
（木）�

経済学部�
法 学 部 �

文 学 部 �
経営学部�

経済学部�
法 学 部 �

文 学 部 �
経営学部�

理工学部�

２月８日�
（日）�

２月８日�
（日）�

全学部� 法 学 部 �

３月７日（日）�

A 日 程 � C 日 程 � D 日 程 �B 日 程 �
S 方 式 �

１月１７日（土）・１８日（日）�
大学入試センター試験�

Ｂ日程（文系学部）�
２月８日（日）�

B 日 程 �
C 方 式 �B日程�

１月１７日（土）・１８日（日）�
大学入試センター試験�

２次試験は�
課しません�

２次試験�
３月１１日（木）�

文・経済・法・�
経営学部�

文・経済・法・�
経営学部�

神戸（本学）� 神戸（本学）�
神戸（本学）・�
名古屋・�
岡山�

神戸・京都・大阪・岡山・広島・高松�

郵送出願　１月５日（月）～２２日（木）（消印有効）�
窓口出願　１月２３日（金）・２４日（土）�

郵送出願　１月５日（月）～２６日（月）（消印有効）�
窓口出願　１月２７日（火）・２８日（水）�

２月１４日（土）�

第１次 ： ２月１６日（月）～２０日（金）� 第２次 ： ３月１５日（月）～２４日（水）�

郵送出願  ２月１６日（月）～２６日（木）（消印有効）�
窓口出願  ２月２７日（金）�

３月１４日（日）�

一括 ： ３月１５日（月）～２４日（水）�

理工学部�

神戸・東京・名古屋・京都・大阪・
岡山・広島・福岡・高松・松山�

（　　）�
理工学部�
物理学科・�
情報システム工学科� （  　　）�

理工学部�
物理学科・�
機能分子化学科�

入試制度�

試 験 日�

学 部 �

試 験 地 �

出願期間�

合格発表�

入学手続期間�

法
科
大
学
院
の
一
般
入
試
に
つ
い
て（
予
定
）�

学
費
（
大
学
・
大
学
院
）
の
�

特
別
猶
予
願
い
に
つ
い
て
�

● 

２
０
０
４
年
４
月
開
講
予
定
の
法
科
大
学
院
の
�

　 

入
試
日
程
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

　h
ttp
://la

w
s
c
h
o
o
l-k
o
n
a
n
.jp
/

◆ 一般入試�

【第1次募集】募集約40名　2004年1月10日（土）・11日（日）�
【第2次募集】募集約20名　2004年2月28日（土）・29日（日）�

【第1日目】小論文［全員］　専門論文試験（憲法）［法学既修者を希望する者］�
【第2日目】専門論文試験（民法・刑法）［法学既修者を希望する者］�

法学未修者　小論文�

法学既修者　小論文　専門論文試験�
※法学既修者選抜を希望する者は、専門論文試験を受けなければならない。�
※専門論文試験は、憲法、民法、刑法の3科目について実施する。�
※あらかじめ日弁連法務研究財団実施の「法科大学院既修者試験」（全7科目「憲法」�
　「行政法」「民法」「商法」「民事訴訟法」「刑法」「刑事訴訟法」）の受験を要する。�

●日弁連法務研究財団の実施する「法科大学院法学既修者試験」の申込みは、2003年9月9日（火）～
10月15日（水）〈16日（木）消印有効〉。試験日は11月16日（日）です。�

●法学既修者としての入学を希望する場合は、必ず受験しなければなりませんので、ご注意ください。�

●成績に応じて、学費の免除と�
　減額を行います。�
●奨学金の充実を計画中です。�

● 第2回就職ガイダンス（1日、2日、3日）�

● 3年次父母対象就職説明会（4日）�

● エントリーシート対策講座�
　（6日、7日、9日、10日）�

● SPI試験（14日、17日）�

● 企業分析講座（20日、21日、23日、24日）�

● 女子学生向けセンスアップ講座�
　（24日、27日、28日、29日、30日）�

● 面接マナー講座（31日）�

12月�

11月�

10月�

● 面接マナー講座（4日、6日、7日）�

● SPI模試フォロー講座�
　（10日、11日、13日、14日）�

● 公務員採用ガイダンス（中旬）�

● 第3回就職ガイダンス�
　（25日、26日、27日、28日）�

● 第3回就職ガイダンス（1日）�

● 業界別就職活動報告会�
　（2日、3日、4日、5日）�

● OB・OG懇談会（6日）�

● 3年次生登録票の提出（10日、11日、12日）�

● SPI試験（17日）�

● 公務員・教員合格報告会（中旬）�

「グルメ甲南 in 京都」掲載店大募集！�
あなたのお店を甲南Todayに載せませんか�

甲南学園広報部　TEL 078 - 435 - 2314
応募の受付けはこちら�

※なお、応募多数の場合は、掲載のご希望に添えない場合がございますので�
　あらかじめご了承ください。�

次号の甲南Ｔｏｄａｙ Ｎｏ．16では、卒業生や在学生のご父母が営む

飲食店を紹介する人気企画「グルメ甲南」を掲載します。今回の紹

介エリアは京都。古都、京都にお店を構えておられる方で、掲載を希

望される方は、下記電話番号まで10月15日までにご連絡ください。�

母と子の心理療法�
松尾 恒子〔名誉教授〕編�
創元社　￥2,500（税別）�

心の危機と臨床の知 1�

トラウマの表象と主体�
森 茂起〔文学部教授〕編�
新曜社　￥2,900（税別）�

心の危機と臨床の知 2�

現代人と母性�
松尾 恒子〔名誉教授〕�
高石 恭子〔文学部教授〕編�
新曜社　￥2,900（税別）�

心の危機と臨床の知 3�

リアリティの変容？�
斧谷 彌守一〔文学部教授〕編�
新曜社　￥2,900（税別）�

心の危機と臨床の知 4�

心理療法�
言葉／イメージ／宗教性�
横山 博〔文学部教授〕編�
新曜社　￥3,400（税別）�

日  程�

日  程�

試  験�

内  容�

◆ 学 費�

３０万円�
※入学時徴収�

２０万円�
※毎年度徴収�

110万円�

160万円�

160万円�

入  学  金�

施設設備費�

授

業

料

�

1年次�

2年次�

3年次�


